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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

総合研究報告書 

 
小児・ＡＹＡ世代がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関する 

心理支援体制の均てん化に向けた臨床研究 

 

研究代表者 鈴木 直  聖マリアンナ医科大学産婦人科学 教授 

研究要旨 

 がん・生殖医療とは、小児、思春期・AYA 世代がん患者に対する生殖機能温存を目

指した医療がその定義となる。がん・生殖医療においては、対象患者が一般の不妊治

療患者では無くがん患者である事から、何よりもがん治療を優先すべきであり、時に

は将来の妊娠・分娩をあきらめざるを得ない場合も少なくない。がん・生殖医療では、

いかに患者あるいはその家族の自己決定を促すことができるか重要となり、少なくと

もがん治療医から将来の妊孕性喪失の可能性に関する情報提供が必須となる。その上

で、将来子どもをもたない選択をした患者に対して、さらに子どもがもてなかった患

者に対しても、医療従事者が心理社会的サポートを提供できる医療チームの構築が必

要である。目の前の「がん」に対する恐怖を感じている小児・AYA 世代がん患者は、将

来の生殖機能や妊孕能の喪失に対する不安と苦悩が強いことから、「がんでも将来自分

の子どもをもつという未来がある」という「希望」が、我が国の少子化問題の一助に

繋がる可能性がある。我々は、平成 26-28 年度厚生労働科学研究（鈴木班）にて以下

の成果を得ている。①日本生殖心理学会と日本がん・生殖医療学会との協力体制のも

と「がん・生殖医療専門心理士」を養成し、がん患者に対して質の高いがん・生殖医

療に関わる心理カウンセリングが提供できる土壌を築いた。②若年乳がん女性患者と

その配偶者を対象とした妊孕性温存に関する心理教育とカップル充実セラピーを開発

し、多施設合同ランダム化比較 O!PEACE 試験を実施し、その結果心理士による介入効

果が明らかになった。妊孕性温存に関する小児・AYA 世代がん患者の心理支援に関する

研究報告は皆無であることから、世界初の取り組みでもある本研究成果によってが

ん・生殖医療の新たな展開に繋がった。そこで、我々は平成 26-28 年度厚生労働科学

研究（鈴木班）の成果を浸透させサバイバーシップ向上に資するさらなるエビデンス

構築を目指して以下の３つの研究計画を立案した；【研究①】若年成人未婚男性がん患

者における精子凍結後の心理教育プログラムの開発、【研究②】若年未婚乳がん患者に

おける妊孕性温存の心理教育プログラムの開発、【研究③】小児・思春期のがん患者と

その親に対する妊孕性温存の情報提供とインフォームドアセントのあり方関する調査

研究。これらは、前 3 年間の研究で得られたリソースを最大限有効活用することで、

若年女性のみならず、男性や小児世代のがん患者にまで対象を広げた研究となってい

る。本研究成果は、厚生労働行政が目指す総合的 AYA 世代の妊孕性温存医療を全国に

均てん化させることができると確信している。 
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Ａ．研究の背景と目的 

 小児・AYA 世代のがん患者は、妊孕性喪

失に対する多岐・長期に渡る不安と苦悩が

強い（Gorman, 2010）。不確実性の中で不安

と恐怖を有するがん患者は、将来の妊孕性

や生殖機能温存に関してまで短期間に自己

決定しなければならない大変困難な精神状

態にある。がん治療の進歩に伴う現在、診

断時から妊孕性に関する医療情報を適格に

提供し同時に精神的サポートも行う心理支

援体制の構築が、がんサバイバーシップ向

上の為に喫緊の課題となっている。これま

で、がん治療開始前の妊孕性温存に関する

情報提供が、患者の QOL 向上に有効的であ

り（Letourneau, 2012）、妊孕性温存のカウ

ンセリングがない場合と費用面で困難があ

る場合に妊孕性温存の意思決定に際して患

者が強い葛藤を感じたことがわかっている

（Mersereau, 2013）。他方、①妊孕性温存

の知識が浅い担当者、②心理専門職でない

担当者、③時間が不十分、④質問する機会

がないという医療カウンセリングによって

妊孕性温存の自己決定に後悔が多くなると

いう報告があり（Bastings, 2014）、がん・

生殖医療が展開しつつある我が国において

も、カウンセリングの質や担当者の精度を

向上させる試みが急務である。平成 26-28

年度厚労科研・鈴木班では、「がん・生殖医

療専門心理士」を養成することで質の高い

がん・生殖医療に関わる心理カウンセリン

グが提供できる土壌を築き、さらに若年乳

がん女性患者とその配偶者を対象とした妊

孕性温存に関する心理教育とカップル充実

セラピーを開発し、多施設合同ランダム化

比較試験を実施し中間分析で精神症状の改

善効果を得ることに成功した。この試験は、

世界初の若年がん患者に対する妊孕性温存

の心理支援の効果評価に関する独創的な研

究であった。以上の成果を踏まえて、更な

るエビデンス構築を志向した臨床研究また

は調査研究を行うことが本研究の目的とな

る。 

【研究①】若年成人未婚男性がん患者にお

ける精子凍結後の心理教育プログラムの開

発の目的：精子凍結保存は非侵襲的な妊孕

性温存療法であり、短時間で施行すること

が可能であるため、古くからがん治療開始

前に一部の男性がん患者に対する精子凍結

が施行されてきた。しかしながら、男性が

ん患者の未婚率は 69%と高く凍結精子の利

用は 10%前後となっている。若年成人男性

は自己開示しない、落ち込み体験で自己効

力感が低下し抑うつに至る傾向があると考

えられおり、これらが凍結精子の利用率の

低さに表れている可能性が示唆される。そ

こで、妊孕性温存のニーズが高いが保存し

た凍結検体を使う時期が未定でかつ不安が

強い未婚男性の小児・AYA 世代に対する心

理教育プログラムの開発を目的とした。 

【研究②】若年未婚乳がん患者における妊

孕性温存の心理教育プログラムの開発の目

的：若年成人未婚女性は、将来の結婚、妊

娠・出産について不確定要素が大きいため、

抑うつ・不安が強く適切な対処行動が難し

く意思決定困難になりやすいと考えられて

いる。そこで、研究①と同様に、妊孕性温

存のニーズが高いが保存した凍結検体を使

う時期が未定でかつ不安が強い未婚女性の

小児・AYA 世代に対する心理教育プログラ

ムの開発を目的とした。 

【研究③】小児・思春期のがん患者とその

親に対する妊孕性温存の情報提供とインフ

ォームドアセントのあり方関する調査研究

の目的：世界的に小児・思春期世代のがん

患者は妊孕性温存の情報を切望し、妊孕性

温存療法施行に際しては自ら意思決定する

場合が少なくない。一方、我が国は保護者

の同意を重視し、小児に十分な情報説明と
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インフォームドアセントがない場合がある

と報告されている。そこで、小児・思春期

世代がん患者と保護者に対する妊孕性温存

の情報提供とインフォームドアセントのあ

り方に関する調査研究行い問題点を明らか

にすることを目的とした。 

 

Ｂ．研究内容と結果 

【研究①】若年成人未婚男性がん患者にお

ける精子凍結後の心理教育プログラムの開

発： ①-1「若年成人未婚男性がん患者にお

ける精子凍結後の心理社会的状況に関する

観察研究」：若年成人男性がん患者（曝露群）

の心理社会的状況は、１）健康な同年代の

男性（非曝露群）と異なるか、２）曝露群

のうち妊孕性温存目的で精子凍結をした人

（凍結群）と精子凍結をしなかったがん患

者（非凍結群）と異なるか、の 2点を明ら

かにすることを目的とした観察研究をおこ

なった。その結果、曝露群は非曝露群に比

べて不安・うつ症状、PTSD 症状が有意に少

なく、妊孕性に対する自己効力感、男性と

しての自己効力感の喪失が有意に低かった。

曝露群は非曝露群に比べて不安・うつ症状

や PTSD 症状、男性としての自己効力感の喪

失が少なくて精神的に健康であったが、妊

孕性に対する自己効力感は有意に低かった。 

①-2「若年成人男性がん患者における精子

凍結後の心理教育プログラム動画制作」：が

ん治療に際して精子凍結保存をした若年が

ん患者の男性向けの凍結精子の医療情報と

コミュニケーションに関する心理教育動画

を制作した。 

 

【研究②】若年未婚乳がん患者における妊

孕性温存の心理教育プログラムの開発： 

「心理エンパワンメントカウンセリングチ

ームによる立ち直りと意思決定：RESPECT

（Recovery and Shared-decision-making 

by Psychological Empowerment Counselin

g Team）試験を開始した。2019 年度は RES

PECT 心理カウンセリングを用いた介入研

究 RESPECT 試験を多施設合同ランダム化比

較試験で実施した。10 施設が倫理委員会の

承認を得、8施設で試験を開始し、32 症例

が登録された。有害事象の発生はなかった。 

 

【研究③】小児・思春期のがん患者とその

親に対する妊孕性温存に関する調査研究：

③-1「小児・思春期世代がん患者に対する

妊孕性温存に関する動画制作」：本領域が

2007 年以降先進的に展開されている欧米

の施設を視察結果、本邦における本領域に

対するインフォームドアセントやインフォ

ームドコンセントの実施マニュアルを作成

するには時期尚早で有り、本邦における小

児・思春期世代がん患者とその親に対する

妊孕性温存の情報提供とインフォームドア

セントのあり方に関する調査研究の成果を

得た後に、実施マニュアルを作成すべきで

あると判断した。また海外視察の際、小児・

思春期のがん患者向けの動画を視察病院で

それぞれ作成し利用している現状を把握し

た結果、本邦においても同様の資材作成の

必要性を痛感（日常臨床の経験も通じて）

したことから、小児・思春期世代女性がん

患者向けの卵巣組織凍結に関するインフォ

ームドアセントの動画と、思春期・若年世

代男性また女性がん患者に対する妊孕性温

存療法に関するインフォームドアセントま

たインフォームドコンセントの動画、計 2

本を制作した。 

③-2「本邦における小児・思春期世代が

ん患者とその親に対する妊孕性温存の情報

提供とインフォームドアセントのあり方に

関する調査研究」：日本小児血液・がん学会

の理事会にて承諾（日本小児血液・がん学

会：細井創理事長に上申し、理事会にて承
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認を得た）を得て、日本小児血液・がん学

会会員に対して実態調査「医師−患者コミュ

ニケーション：小児・思春期患者に対する

がん告知、がん治療による性腺機能不全の

リスク、将来不妊症になる可能性を伝える

際の実態調査」を行った。5 年以上がん治

療に携わった 259 人の参加者（82.2％）の

回答を解析した。思春期前の患者（7-9 歳）

に対して、患者にがんの診断を直接伝える

医師は 75％、性腺機能不全/将来の不妊の

リスクを伝える医師は 10％であった。小児

患者に対して将来の妊孕性に関する話をす

る際に影響を受ける因子は、子どもの年齢、

性別、親の要望、医師の情報不足などであ

った。思春期発来期(10-14 歳）に対して、

患者にがんの診断を直接伝える医師が

99％、性腺機能不全/将来の不妊のリスクを

直接小児患者に伝える医師は 40％であっ

た。思春期の患者（15-17 歳）に対して、

患者にがんの診断を直接伝える医師が

99％、性腺機能不全/将来の不妊のリスクを

直接小児患者に伝える医師は 75％であっ

た。生殖医療の専門家が不足しているため、

自施設内に患者を紹介していない患者は

41.2％であった。また、回答者の 90％以上

が、将来の妊孕性に関するディスカッショ

ンのための教育資料があった方が良いと感

じていることがわかった。つまり、医師は、

思春期前の子どもと将来の不妊症などの問

題について直接情報提供をする際に困難さ

を感じているということが明らかとなった。 

 

Ｃ．考察と課題 

【研究①】若年成人未婚男性がん患者にお

ける精子凍結後の心理教育プログラムの開

発：①-1「若年成人未婚男性がん患者にお

ける精子凍結後の心理社会的状況に関する

観察研究」：ストレス外傷後成長（PTSD）と

の概念は、がんに限らず生死の危機を伴う

ようなつらい体験をして生き延びてきたこ

とで、視野が広がった、辛抱強くなれた、

他者の気持ちをより深く理解できるように

なったなどを得ることが報告されている。

今回の調査では PTSD に関する設問は無か

ったが、こうした観点を今後の研究に加え

ていくことが有益かもしれない。また、若

年成人男性がん患者のうち、精子凍結をし

た群と凍結しなかった群の差は認められな

かったことから、年齢などでマッチングさ

せた分析や調整変数を加えた分析などさら

に統計解析をおこなう必要が課題としてあ

げられた。がん種やがんの状態によって精

子凍結が可能な場合とそうでない場合があ

り得ると推察している。先行研究では、精

子凍結したことがその後の人生の希望にな

ったと報告されている。また、精子凍結が

できたことでがん治療に立ち向かう勇気が

湧いたという報告がある。他方、医師が患

者に精子凍結を紹介し話し合ったときのコ

ミュニケーションが良くないと妊孕性温存

に対する葛藤が大きくなり、意思決定やの

ちに意思決定を後悔することにつながると

いう報告もある。これらの研究結果をもと

に、調整変数を加えた解析を行い、精子凍

結者と非凍結者の違いを詳細に検討するこ

とも有効であろうと考えた。 

①-2「若年成人男性がん患者における精子

凍結後の心理教育プログラム動画制作」：飽

きないで最後まで視聴してもらうための工

夫として、ナビゲーターによる語りかけ、

パワーポイントスライドによる情報提供、

医師・心理士のインタビュー、ナレーター

と静止画による架空場面、心理描写といっ

たパターンをそれぞれ撮影、制作し、組み

合わせた。プログラムの内容でポイントと

なる部分は、医師・心理士のインタビュー、

パワーポイントやテロップによる情報の文

字化と整理、ナビゲーターによる語りかけ
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を組み合わせて、情報が正確に伝わり、印

象に残るように工夫した。以上より、「がん

治療時に精子凍結されたみなさまへ」とう

動画（2部構成：計 32 分）を制作した。研

究期間内に、本動画を用いた評価研究を施

行することができなかった。そこで、精子

凍結に関する情報提供をまとめて通常資材

を制作し、動画資材と比較検討するランダ

ム化比較試験を今後行う（現在、聖マリア

ンナ医科大学にて倫理審査中）。同意取得時

の年齢が成人年齢である男性 100 人を対象

に、動画資材、通常資材のいずれかを視聴

をランダムに割付ける。視聴の前後にアン

ケートはすべて web を用いて実施し、調査

参加から約 1年後の精子凍結更新時期に担

当医が医療情報を収集する。 

 

【研究②】：若年未婚乳がん患者における妊

孕性温存の心理教育プログラムの開発：

RESPECT 試験は 2019 年度末までに 10 施設

が倫理委員会の承認を得て、2019 年度は 8

施設で試験を実施し 32 症例が参加登録し

た。有害事象の発生はなく安全に実施でき

た。ピックアップしたものの該当基準を満

たさなかった症例がピックアップ人数の

37.6%を占めた。その理由として、該当基準

の“参加時点で遠隔転移を認めない、初期

初発の乳がんである”、“同意取得日を 0日

目と数えて、がん治療開始まで 4日以上あ

る”という基準に合致するかどうか、初診

時にすぐに判断することが難しいからであ

ると考察した。なお、初診後に精査してか

ら該当基準に合致するか判断するとなると、

がん治療開始までに本試験に参加しカウン

セリングを受ける時間を十分にとることが

難しくなる可能性が考えられる。また、診

療予約や紹介状など事前情報では患者の婚

姻状況など詳細がわからないことが多いか

と推測している。さらに、婚姻状況といっ

たプライバシーにかかわる情報収集では対

面で信頼関係が構築されたのちに該当基準

に合致するか確認することになるのではな

いかと考察する。他方、リクルートが実施

できた人数に占める参加者の割合は 65.3%

であった。患者にとってこの試験は良い方

向に受け止められやすく、負担が少なくて

参加しやすいと感じられたのではないかと

考えている。その背景には患者は乳がんの

診断を受けてショックと不安を抱え、医療

情報が難しいなどの状況に置かれて心理支

援を求めている場合が多いことを反映して

いると推測される。また、リクルートで担

当医が適切なタイミングを見計らって患者

に試験を紹介し、その後の説明でも心理士

などが丁寧に対応することによって患者の

3人に2人は参加する可能性が示唆された。

一方、リクルートしたが不参加を表明した

10 人のうち、心理カウンセリングは自分に

不要だからと不参加の理由づけした者は 9

人であり、不参加理由の殆どを占めた。が

ん診断後のショックから精神的に立ち直っ

たと可能性が考えられるが、一方がん診断

のショックを受け止めきれず、がん治療や

生活に対処するのに精一杯で心理カウンセ

リングを受ける余裕がない、自分を見つめ

直している場合でない、ということもある

かもしれないと考察できた。世界でも類を

見ない、RCT であることから、また対象患

者が少ないため、研究期間内に研究を終了

させることができなかったが、2020 年度以

降も RESPECT 試験を継続し、引き続き、が

ん患者の妊孕性温存に関する心理支援の効

果について検証を進める。 

 

【研究③】小児・思春期のがん患者とその

親に対する妊孕性温存に関する調査研究：

③-1「小児・思春期世代がん患者に対する

妊孕性温存に関する動画制作」：2015 年 11
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月から2018年8月までの間に当院にて卵巣

組織凍結保存を施行した小児・思春期世代

がん患者 17 名を対象にした一般診療内容

を比較検討した結果、2018年4月以前に「イ

ンフォームドアセントを口頭でのみ行なっ

た群：7名(平均年齢 12.9 歳±1.7SD)」と、

2018 年 4 月以降に「若手女性医師を含む 3

-4 名で構成されたがん・生殖医療チームで

卵巣組織凍結保存の説明の動画や説明用紙

にキャラクターを描いて説明した群：10名

(平均年齢 11.9 歳±3.4SD)」で、後半の群

において、8 歳や 9 歳の患者でも良好な理

解を得ることができた。以上より、卵巣組

織凍結保存の説明の動画やキャラクターを

描いて説明することで、小児・思春期世代

のがん患者においても、より良い理解を得

ることができる可能性が考えられた。しか

しながら、理解度のレベルは年齢によって

異なるため、年齢毎に適した複数のパター

ンの説明動画が必要であり、理解レベルを

客観的に評価する指標が必要であると考え

られた。そこで、幼少期編としては、イン

フォームドアセント取得を目指した卵巣組

織凍結に関する動画を作成した。また、思

春期編としては、インフォームドアセント

からコンセント取得を目指した、小児・AY

A 世代がん患者を対象とした妊孕性温存療

法（精子凍結、卵子凍結、受精卵凍結、卵

巣組織凍結）に関する動画を制作した。欧

米の専門施設の視察によって、本邦ではか

なり遅れている領域であり、日本小児血

液・がん学会で 2017 年に取り上げられたば

かりの小児・思春期世代がん患者に対する

がん・生殖医療の課題が多数明らかにされ

た。そこで、③-2 の調査研究を専攻させて

研究を進めた結果、研究期間内にこれらの

動画を小児・血液がんを専門とする医師に

よる評価研究を施行することができなかっ

た。しかしながら、2020 年度には、『妊孕

性温存療法の説明動画に関する意見調査』

を継続して進めていく。妊孕性温存の理解

を深める内容を含む本研究で作成した 2つ

の動画を全国の小児がん拠点病院に啓発し、

小児・思春期世代がん患者に対する妊孕性

温存に関する意思決定支援の充実が期待さ

れる。 

③-2「本邦における小児・思春期世代がん

患者とその親に対する妊孕性温存の情報提

供とインフォームドアセントのあり方に関

する調査研究」：米国小児学会では、医師が

7〜14 歳の子どもに対してアセントを得る

こと、また 15 歳以上にはインフォームドコ

ンセントを得ることを勧めていることから、

米国では小児患者本人に対してもがん告知

を行うべきであるとの考えが浸透している。

また米国臨床腫瘍学会のガイドラインにお

いても、がんと診断された後、治療による

性線機能不全や妊孕性喪失のリスクの説明

と妊孕性温存療法に関する情報提供を行う

べきであると推奨されているため、小児・

思春期がん患者への情報提供体制の構築も

発展していることが予想される。本実態調

査を通して、日米間の比較を行うことで、

本邦における情報提供体制の課題を見出し、

改善することが可能であると考えられる。 

 

Ｄ．政策提言 

今後解決すべき課題を提言として記す。

【研究①】若年成人未婚男性がん患者にお

ける精子凍結後の心理教育プログラムの開

発：  

（1）妊孕性温存に関する相談支援体制の

構築（未婚男性がん）：若年成人未婚男性

がん患者は、がん経験によって妊孕性に対

する不安や機能不全感がある可能性が示唆

されることから、患者が精子凍結の意思決

定の際や凍結更新時に自身の困り事を相談

できるような相談窓口を整え、若年成人未
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婚男性がん患者に対する妊孕性温存に関す

る相談支援体制の構築が急務である。 

（2）がん・生殖医療に関する未婚男性が

ん患者教育：がん治療開始前に精子凍結を

選択した若年成人未婚男性がん患者に対し

て、または医療従事者に対して、凍結精子

の医療情報とコミュニケーションに関する

心理教育動画を普及させることによって、

精子凍結の意味を改めて考える機会が与え

られ、妊孕性温存に対する理解が深まり、

患者とパートナーとのコミュニケーション

の改善が期待される。 

(3)がん・生殖医療のフォローアップ体制

の構築(未婚男性がん)：若年成人未婚男性

がん患者のサバイバーシップ向上を志向し

た、妊孕性温存に関する心理支援体制の均

てん化を促進するためには、治療前から長

期にわたる若年成人未婚男性がん患者に対

するがん・生殖医療のフォローアップ体制

の構築が急務である。  

 

【研究②】：若年未婚乳がん患者における妊

孕性温存の心理教育プログラムの開発： 

(1)心理支援体制の構築(未婚女性がん)：

がん治療開始前の過剰な精神的負担と不安

を抱える小児・AYA 世代がん患者に対して、

サバイバーシップ向上を志向した公認心理

師（がん・生殖医療専門）による、心理支

援体制（妊孕性温存に関する心理支援や情

報提供のみならず、目の前のがんと闘う際

の心理支援）の構築が急務である。 

(2)短期心理療法の開発（未婚女性がん）：

がん患者の精神的ストレスの深刻化を改善

させるための、効果的な短期心理療法の開

発が急務である。 

(3)心理支援体制の均てん化（未婚女性が

ん）：本研究で開発した効果的な短期心理療

法を実施可能な公認心理師（がん・生殖医療

専門）の全国配置を実施することにより、心

理士の雇用と業務の一層の拡充化が進み、そ

の結果として小児・AYA世代がん患者のサバイ

バーシップ向上を志向した妊孕性温存に関す

る心理支援体制の均てん化を促進することが

できる。 

 

【研究③】小児・思春期のがん患者とその親

に対する妊孕性温存に関する調査研究： 

(1)人材育成（小児・思春期がん）：ファー

ストコンタクトならびにその後も小児・思

春期世代がん患者と家族に寄り添って、が

ん・生殖医療の意思決定を支援する人材育

成（Patient Navigator、Nurse Practitioner、

心理士など）が急務である。 

(2)妊孕性温存に関するインフォームドア

セント／インフォームドコンセントの確

立（小児・思春期がん）：がん・生殖医療

の意思決定を支援するための、本邦独自の

インフォームドアセント／インフォームド

コンセントの資材の作成と、その啓発活動

が急務である。 

(3)小児・思春期世代がん患者を対象とした

がん・生殖医療の啓発：小児血液・がんを専

門とする医師に対するさらなるがん・生殖医

療の啓発と、生殖医療を専門とする医師との

密ながん・生殖医療連携体制の構築が急務で

ある。 

 

Ｅ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記入 
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定医師研修会, 2018 年 4月 15 日 ピ

アザ淡海 大津市 

186) 木村文則.生涯研修プログラム 3 不

妊症の up to date 慢性子宮内膜炎

の病態, 第 70 回日本産科婦人科学会

学術講演会, 2018 年 5月 11 日 仙台

国際センター 仙台市 

187) 木村文則. 慢性子宮内膜炎と子宮内

膜機能, 第 38 回 東京生殖医療懇談

会, 2018年 5月 31日 ANAインター

コンチネンタルホテル東京 東京 

188) 木村文則. がんになっても妊娠でき

るために―滋賀県の取り組み, 滋賀

県産婦人科医会公開講座 がんと妊

娠, 2018 年 7 月 1 日 琵琶湖ホテル

 大津市 

189) 木村文則. AYA世代のがん患者の妊孕

性温存に関する取り組みについて, 

第 11 回都道府県がん診療連携拠点病

院連絡協議会, 2018 年 7 月 9 日 国

立がん研究センター 東京 

190) 木村文則. 慢性子宮内膜炎患者にお

ける着床障害とそのメカニズム, シ

ンポジウム 6 着床不全の基礎と臨床,

 第 36回受精着床学会, 2018年 7月 2

7 日 幕張メッセ 千葉市 
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191) 木村文則. 最新の不妊治療の実際, 

滋賀県助産師会研修会, 2018年9月8

日 ピアザ淡海 大津市 

192) 木村文則. 妊孕性への放射線の影響

と妊孕性温存, 放射線腫瘍学会 小

児がん講演会, 2018 年 9月 15 日 兵

庫県立こども病院 神戸市 

193) 木村文則. 子宮内膜症と子宮腺筋症

の最新の情報, バイエル研修会, 201

8 年 10 月 3 日 メルパルク京都 京

都市 

194) 木村文則. がん経験者の不妊治療, 

第 139 回近畿産科婦人科学会学術集

会 日本産婦人科医会委員会ワーク

ショップ, 2018 年 10 月 7日 リーガ

ロイヤルホテル 大阪市 

195) 木村文則. がん患者の妊孕性温存と

滋賀県の取り組み, 北信がんプロ金

沢医科大学市民公開講座, 2018 年 10

月 8 日 ホテル金沢 金沢市 

196) 木村文則. 賀県がん患者の未来の家

族応援事業, 第 80 回日本小児科学会

滋賀地方部会, 2018年10月13日 ク

サツエストピア 草津市 

197) 木村文則. 慢性子宮内膜炎と不妊, 

第 43 回不妊カウンセラー・体外受精

コーディネーター養成講座, 2018 年

10 月 14 日 ニッショーホール 東京 

198) 木村文則. 子宮腺筋症の病態と保存

的治療, 神戸 Endometriosis 研究会,

 2018 年 11 月 17 日 TKP 神戸三宮カ

ンファレンスセンター 神戸市 

199) 木村文則. がんと妊娠, 第 13 回済生

会がんセンター公開講座, 2018 年 12

月 15 日 済生会滋賀県病院 栗東市 

200) 木村文則. 造血幹細胞移植患者の妊

孕性温存, 若手医師・看護師・コメデ

ィカルのための小児造血幹細胞移植

セミナー, 2019 年 1月 19 日 名古屋

第一赤十字病院 名古屋市 

201) 木村文則. がん患者の妊孕性に関す

る現状と滋賀県での取組み, AYA世代

のがん患者の妊孕性に関する研修, 2

019年２月２日 福井県生活学習館 

福井市 

202) 木村文則. 滋賀県での助成状況と課

題, 第 9 回 日本がん・生殖医療学会

 学術集会, シンポジウム「妊孕性温

存における登録制度・助成金制度の方

向性」, 2019 年 2 月 10 日 じゅろく

プラザ 岐阜市  

203) 木村文則. 子宮腺筋症の病態 過多

月経を来すメカニズムを中心に, プ

ロゲスチン研究会, 2019 年 2月 16 日

 TKPガーディアンシティー品川 東

京 

204) 木村文則. 子宮腺筋症の病態と保存

的治療, 子宮内膜症・腺筋症ネットフ

ォーラム, 2019 年 2 月 18 日 

205) 木村文則. がん・生殖医療と滋賀県の

取り組み, 第 7 回関西生殖医学集談

会 第 51 回関西アンドロロジーカン

ファレンス, 2019 年 2月 23 日 ハー

ビス PLAZA 大阪市 

206) 木村文則. 慢性子宮内膜炎の病態と

治療, 岐阜・女性健康週間講演会ラン

チョンセミナー, 2019年3月3日 岐

阜商工会議所 岐阜市 

207) 木村文則. 移植の子どもを支える 

妊孕性温存, 第 41 回日本造血細胞移

植学会総会 会長シンポジウム, 平

成 31 年 3 月 8 日 大阪国際会議場 

大阪市 

208) 木村文則. 子宮腺筋症の病態 全国

子宮内膜症・腺筋症フォーラム, 平成

31 年 3 月 9 日 東京 

209) 木村文則. 慢性子宮内膜炎の病態, 

埼玉生殖医療懇話会, 平成 31 年 3 月
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30 日 さいたま市 

210) 第１０５回日本泌尿器科学会総会「血

液内科に対する治療前精子凍結のア

ンケート調査」下村之人、岡田弘ら、

2017.4.22＠鹿児島 

211) 第１０５回日本泌尿器科学会総会「小

児及び AYA 世代の男性がん患者に対

する妊孕性温存と対策」小堀善友、岡

田弘、2017.4.23＠鹿児島 

212) 第２６回日本小児泌尿器科学会総会

「小児がん患者の妊孕性温存を目指

した理想的な精巣組織凍結法の開発」

福島麻衣、岡田弘ら、2017.7.7＠名古

屋 

213) 第３５回日本受精着床学会「思春期前

男児に対する妊孕性温存のアプロー

チとしての精巣組織凍結保存」慎武、

岡田弘ら、2017.7.20＠米子 

214) 第２４回関東アンドロロジーカンフ

ァレンス「若年性がん患者の治療前精

子凍結保存全国調査結果報告」湯村寧、

岡田弘ら、2017.9.9＠東京 

215) 第６２回日本生殖医学会「少数精子凍

結におけるアガロースカプセルの有

用性の検討」久保田麻衣、岡田弘ら、

2017.11.17＠下関 

216) 第８回日本がん・生殖医療学会「男性

がん患者に対する妊孕性温存療法の

最新トピックス」岡田弘、2018.2.11

＠東京 

217) 第１０６回日本泌尿器科学会総会「妊

孕性温存を目的とした ONCO-TESE の

実際」寺井一隆、岡田弘ら、2018.4.

19＠京都 

218) 第１０６回日本泌尿器科学会総会「精

子運動率、精子生存率、精子酸化還元

電位を保つ上で３７度より２５度条

件下で優れている」鈴木啓介、岡田弘

ら、2018.4.21＠京都 

219) 第３６回日本受精着床学会総会「生殖

医療における「精子学」」岡田弘、20

18.7.26＠千葉 

220) アジアにおけるがん生殖医療（国際シ

ンポジウム）「がん患者の妊孕性温存

のための精子。精巣凍結」岡田弘、2

018.12.22＠東京 

221) 岩端秀之，岩端由里子，鈴木直. 抗が

ん薬の性腺毒性に対する甲状腺ホル

モンによる卵巣保護に関する研究, 

第 71 回日本産科婦人科学会学術集会,

 2019 年 4月. 

222) 川原泰，上川篤志，杉下陽堂，高江正

道，洞下由記，鈴木直. 異種移植モデ

ルを用いた卵巣刺激時のAromatase I

nhibitor 併用と子宮内膜癌細胞の増

殖に関する検討―より安全な妊孕性

温存療法の開発, 第 71 回日本産科婦

人科学会学術集会, 2019 年 4 月. 

223) Yoshioka N, Suzuki N, Nakamura T,

 Endo H, Yamanaka H, Ohara T, Toz

awa A, Hasegawa J, Harada M, Osug

a Y. Survey on Cancer and Reprodu

ctive Medicine for Germ Cell Tumo

rs in Japan, 第 71 回日本産科婦人

科学会学術集会, 2019 年 4 月. 

224) Iwahata Y, Takae S, Uwajima K, Sh

iraishi E, Suzuki Y, Iwahata H, S

awada S, Sugishita Y, Horage Y, S

uzuki N. Progression of informed 

assent for child cancer patients 

received ovarian tissue cryoprese

rvation, 第 71 回日本産科婦人科学

会学術集会, 2019 年 4月. 

225) 白石絵莉子，高江正道，上嶋佳織，鈴

木由妃，澤田紫乃，杉下陽堂，洞下由

記，岡本愛光，鈴木直. 小児の卵巣予

備能評価法として抗ミュラー管ホル

モン（AMH）測定は有用か？, 第 71 回
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日本産科婦人科学会学術集会, 2019

年 4 月. 

226) 鈴木由妃，小泉智恵，杉下陽堂，高江

正道，洞下由記，川井清考，杉本公平，

髙井泰，古井辰郎，鈴木直. 乳がん女

性とその夫の妊孕性温存に関する心

理教育プログラム（O!PEACE）の効果

評価: 他施設合同によるランダム化

比較試験, 第 71 回日本産科婦人科学

会学術集会, 2019 年 4月. 

227) Suzuki N. Laparoscopic approach t

o ovarian tissue collection and r

e-transplantation. What are the i

ndications and risks? , SASREG-IS

GE and ESGE Conference 2019, 2019

年 4 月. 

228) 鈴木直. 本邦におけるがん・生殖医療

の現状と課題 , 第 107 回日本泌尿器

科学会総会, 2019 年 4月. 

229) Suzuki N. Current Topics on Ferti

lity Preservation for the CAYA Ca

ncer Patients in Asisa , The 9th 

Congress of the Asia Pacific Init

iative on Reproduction, 2019 年 5

月. 

230) 鈴木直. 小児・思春期世代がん患者に

対する妊孕性温存療法～現状と課題

について, 第 51 回福島造血幹細胞移

植治療研究会, 2019 年 5月. 

231) Suzuki N. Current Status of ferti

lity preservation for CAYA cancer

 Patients in the world and Asia, 

the Sixth Session of China-USA Hi

gh Level Forum on Reproductive Me

dcine, 2019 年 5 月. 

232) 杉下陽堂, 鈴木直. Recent Advances

 of Ovarian Tissue Cryopreservati

on and Transplantation, The 2nd A

SFP conference, 2019 年 6 月. 

233) 鈴木直. 血液がん患者における妊孕

性温存, Novartis Hematology Web S

eminar, 2019 年 6月. 

234) 鈴木直. 小児、思春期・若年（AYA）

世代がん患者に対する光干渉遮断法

を用いたより効率の良い卵巣組織凍

結・移植法の開発, 医工連携シンポジ

ウム, 2019 年 6 月. 

235) 鈴木直. がん・生殖医療の現状と今後

の展開, 第 57 回香川婦人科腫瘍研究

会, 2019 年 6月. 

236) Nakamura K, Takae S, Uwajima K, S

hiraishi E, Suzuki Y, Sawada S, I

wahata H, Sugishita Y, Horage Y, 

Suzuki N. The 9 years-experience 

of fertility preservation for bre

ast cancer patients at advanced f

ertility preservation center in J

apan, ESHRE 2019, 2019 年 6 月. 

237) 鈴木直. がん・生殖医療の現状と課題,

 がんと生殖医療 講演会, 2019 年 7

月. 

238) 鈴木直. 若年乳癌患者に対する妊孕

性温存療法に関する最新情報－が

ん・生殖医療の課題－, 第 27 回日本

乳癌学会学術総会, 2019 年 7 月. 

239) Suzuki N. Recent Ａdvances oｎ Ｆ

ertility Ｐreservation for the CA

YA Ｃancer Ｐatients in Japan, Th

e 11th  korea・Japan ART Conferen

ce, 2019 年 7月. 

240) Sugishita Y, Suzuki Y, Nishimura 

S, Meng L, Uekawa A, Tozawa A, Ed

ashige K, Suzuki N. The Quantific

ation of Residual Cryoprotectants

 in the Thawed Ovarian Tissue for

 Ovarian Tissue Transplantation ,

 CRYO2019, 2019 年 7 月. 

241) Meng L, Sugishita Y, Suzuki Y, Ni
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shimura S, Uekawa A, Tozawa A, Su

zuki N. Resumption ofHormonal Cyc

le after Heterotopic Transplantat

ion of Ovarian Tissue cryopreserv

ed by Closed Vitrification Protoc

ol , CRYO2019, 2019 年 7 月. 

242) Suzuki Y, Sugishita Y, Meng L, ni

shimura S, Tozawa A, Suzuki N. Mi

tochondrial Function Evalluation 

of Immature and Mature Oocytes Fo

llows Vitrification and Thawing ,

 CRYO2019, 2019 年 8 月. 

243) 高江正道, 鈴木直. 小児・思春期がん

患者に対する卵巣組織凍結保存の実

際と課題, 第 37 回日本受精着床学会

総会・学術講演会, 2019 年 8 月. 

244) 岩端秀之, 洞下由記, 阿部恭子, 鈴

木由妃, 澤田紫乃, 白石絵莉子, 杉

下陽堂, 高江正道, 鈴木直. がん・生

殖医療における妊孕性温存療法の現

状と課題, 第 37 回日本受精着床学会

総会・学術講演会, 2019 年 8 月. 

245) 鈴木直. がん・生殖医療の現在の課題

－さらなる啓発に向けて－, 第 2 回

三重がん・生殖医療セミナー, 2019

年 8 月. 

246) Suzuki N. Oncology Fertility, PCI

OC2019, 2019 年 8月. 

247) Suzuki N. recent Advances of Fert

ility Preservation for the CAYA C

ancer Patiens in Japan, Internati

onal Conference on Human Fertilit

y Preservation and Advanced Repro

ductive Medicine, 2019 年 8 月. 

248) Suzuki N. Recent advances on Fert

ility Preservation for the CAYA C

ancer Patients Ovarian Tissue Cry

opreservation and Ovarian Tissue 

Transplantation, 2019 Annual Cong

ress of Reproduction Medicine in 

Shaanxi Province, 2019 年 8 月. 

249) 鈴木直. がん・生殖医療における周産

期医療の重要性, 第 42 回日本母体胎

児医学会学術集会, 2019 年 8 月. 

250) 鈴木直. 思春期世代がん患者に対す

る卵巣組織凍結・移植に関する最新ト

ピックス－将来の選択肢を残す妊孕

性温存療法, 第 38 回日本思春期学会

総会・学術集会, 2019 年 8 月. 

251) 鈴木直. 本邦におけるがん・生殖医療

の現状と課題－婦人科腫瘍医として、

また産婦人科医としての役割, 第 16

回日本婦人科がん会議, 2019 年 8月. 

252) 鈴木直. 小児・AYA 世代がん患者に対

する妊孕性温存の診療－最新情報, 

第 12 回北九州がん化学療法チーム医

療研究会, 2019 年 9 月. 

253) 鈴木直. 小児・AYA 世代血液疾患患者

に対するがん・生殖医療の現状と課題,

 第80回神奈川血液研究会, 2019年9

月. 

254) 鈴木直. 小児・AYA 世代がん患者に対

するがん・生殖医療の現状とその課題,

 第 12 回埼玉婦人科がん支持療法懇

話会, 2019 年 9 月. 

255) Suzuki N. States of Global fertil

ity Preservation, Inaugural Meeti

ng of the Philippine Society for 

Fertility Preservation, 2019 年 9

月. 

256) Suzuki N. Fertility Preservation 

in Women with Gynecologic Cancer,

 Inaugural Meeting of the Philipp

ine Society for Fertility Preserv

ation, 2019 年 9 月. 

257) Suzuki N. The importance of a Mul

tidisciplinary Approach in Fertil

ity Preservation, Inaugural Meeti
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ng of the Philippine Society for 

Fertility Preservation, 2019 年 9

月. 

258) Suzuki N. Status of Global Fertil

ity Preservation, 35th Annual Con

vention of Philipine Society of O

ncologist, Inc, 2019 年 9 月. 

259) Suzuki N. Update of ovarian tissu

e freezing and transplantation in

 the worldwide and Asia, The 4th 

Shanghai Forum for Fertility Pres

ervation and Symposium and Worksh

op of ASFP, 2019 年 9月. 

260) 鈴木直. 小児・AYA 世代がん患者のサ

バイバーシップ向上を志向したが

ん・生殖医療, 浜松がんシンポジウム

 医療者が知っておきたいがん診療

最前線, 2019 年 10 月. 

261) 鈴木直. がん・生殖医療の今後の展望,

 第 22 回日本 IVF 学会学術集会, 201

9 年 10 月. 

262) 鈴木直. 最適ながん・生殖医療の実践

を目指して, 第 57 回日本癌治療学会

学術集会, 2019 年 10 月. 

263) 鈴木直. 特別講演2 血液がん患者に

対する妊孕性温存診療, Novartis He

matology Web Seminar 血液がんと

妊孕性温存, 2019 年 10 月. 

264) 鈴木直. がん治療の実際と生殖機能

への影響 婦人科がん, 日本生殖心

理会 認定資格講座, 2019 年 10 月. 

265) MiyoshiY, Higuchi A, Suzuki T, Is

oyamaK, Kawai Y, Tatara R, Tokuna

ga E, Ishida Y, Iguchi M, Suzuki 

N,  Kiyotani C, Ozawa M, Yamamoto

 K, Ishida Y, Horibe K, Shimizu C.

 AYA 世代がん患者の長期フォローア

ップに関する多施設パイロット研究 

A multi-center questionnaire surv

ey regarding acceptance of long-t

erm follow-up in AYA cancer patie

nts, 第 61 回 日本小児血液・がん学

会学術集会, 2019 年 11 月. 

266) Sudo A, Takae S, Oyama R, Keino D,

 Umezawa Y, Mori M, Ashikaga T, Y

amashita A, Nagae C, Taki M, Kino

shita A, Suzuki N, Mori T. 小児が

ん・造血細胞移植患者の妊孕性温存を

目的とした卵巣組織凍結保存後のフ

ォローアップ Follow-up after ovar

ian tissue cryopreservation to pr

eserve fertility in children with

 cancer or hematopoietic stem cel

l transplantation, 第 61 回 日本小

児血液・がん学会学術集会, 2019 年 1

1 月. 

267) 鈴木直. 家族をつくること 女性の

妊孕性、男性の妊孕性, AYA がんの医

療と支援のあり方研究会主催研修会,

 2019 年 11 月. 

268) 鈴木直. 地域におけるがん・生殖医療

の現状と課題, 栃木県がん・生殖医療

ネットワーク設立記念講演会・シンポ

ジウム, 2019 年 12 月. 

269) Saito K, Motani Y, Takae S, Suzuk

i N, Tsukada K. Automatic follicl

e cells detection in ovarian tiss

ue visualized by optical coherenc
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総合分担研究報告書 

 
若年成人未婚男性がん患者における精子凍結後の心理教育プログラムの開発 

 

小泉智恵 獨協医科大学埼玉医療センターリプロダクションセンター 研究員 

湯村 寧 横浜市立大学附属市民総合医療センター生殖医療センター 准教授 
 

研究要旨 

先行研究では、精子凍結したことがその後の人生の希望になったと報告と、精子凍

結ができたことでがん治療に立ち向かう勇気が湧いたという報告がある。他方、医師

が患者に精子凍結に関する情報提供を行った際のコミュニケーションが良くないと、

患者の妊孕性温存に対する葛藤が大きくなり、意思決定や後に意思決定を後悔するこ

とにつながるという報告もある。青年期・若年成人男性は自己開示しない（熊野, 2002）、

落ち込み体験で自己効力感が低下し、抑うつに至る傾向がある（寺口, 2009）。男性の

妊孕性温存、すなわち精子凍結は簡便かつ費用が低いことから多くの医療機関で施行

されている一方で、凍結精子利用は 10％前後であること（西山, 2008；Yumura 2018）

が報告されている。また、長期凍結保存中に病院からの連絡に音信不通だったために

凍結精子が破棄される事件に関する報告がある（読売新聞, 2016）。このような観点か

ら、【研究①】若年成人未婚男性がん患者における精子凍結後の心理教育プログラムの

開発では、若年成人未婚男性がん患者に対する心理社会的アプローチを試みる研究を

施行し、若年成人未婚男性がん患者における精子凍結後の精神状態および心理社会的

な支援ニーズを明らかにすることを目的として研究を進めた。本研究費申請時は、精

子凍結した若年成人未婚男性がん患者を対象とした心理教育プログラムによるメンタ

ルヘルスへの介入研究 RCT を行い、プログラムの効果評価を行う計画であった。しか

しながら、先行研究を紐解き、研究班で討論した結果、RCT をする前に、前提となる若

年男性がん患者の心理社会的状況について把握する必要があると判断したことから、

RCT に先駆けて、若年男性がん患者の心理社会的状況に関する観察研究を実施した。心

理社会的側面の研究が少ないのは、精子凍結した男性の 8割かそれ以上が凍結精子を

使用しないため、患者の来院機会が少なくて医療者側が心理社会的状況を把握しにく

いという実情を反映していると考えられる。本研究の成果から、これまで知られてい

なかった実情が明らかになると予想した。そこで、研究期間内に以下の二つの研究を

施行した；（１）若年成人未婚男性がん患者における精子凍結後の心理社会的状況に関

する観察研究、（２）若年成人男性がん患者における精子凍結後の心理教育プログラム

動画の評価研究。 

（１）若年成人未婚男性がん患者における精子凍結後の心理社会的状況に関する観察

研究：調査研究の結果、若年成人男性がん患者（曝露群）は健康な同年代の男性（非曝

露群）に比べて不安・うつ症状、PTSD症状が有意に少なく、妊孕性に対する自己効力感、
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男性としての自己効力感の喪失が有意に低かった。曝露群は非曝露群に比べて不安・う

つ症状やPTSD症状、男性としての自己効力感の喪失が少なくて精神的に健康であった

が、妊孕性に対する自己効力感は有意に低かった。なお、曝露群のうち妊孕性温存目的

で精子凍結をした人（凍結群）と精子凍結をしなかったがん患者（非凍結群）における

有意な差は認められなかった。 

（２）若年成人男性がん患者における精子凍結後の心理教育プログラム動画の評価

研究：がん医療の進歩によりがん罹患後の心理社会的な QOLに関心が集まっており、

患者・家族にとっても医療者にとっても予後を予測するための情報ニーズがある。精

子凍結はがん治療前の男性の妊孕性温存方法として比較的簡便に行われているが、そ

の使用率は非常に低く、凍結更新あるいは破棄などの意思表明が十分に行われていな

い現状がある。その背景には、がん罹患やそれによる復学・復職・恋愛・結婚などで

の難しさから自己効力感が低下し、抑うつ感を呈することがあると指摘されている。

そこで、がん治療に際して精子凍結保存をした若年がん患者の男性向けの凍結精子の

医療情報とコミュニケーションに関する心理教育動画をした。今後は、一般的な情報

提供をまとめた通常資材を制作し、動画資材と比較検討するランダム化比較試験を進

める。 

今後解決すべき課題を提言として記す。 

【１】 妊孕性温存に関する相談支援体制の構築：若年成人未婚男性がん患者は、がん

経験によって妊孕性に対する不安や機能不全感がある可能性が示唆されること

から、患者が精子凍結の意思決定の際や凍結更新時に自身の困り事を相談でき

るような相談窓口を整え、若年成人未婚男性がん患者に対する妊孕性温存に関

する相談支援体制の構築が急務である。 

【２】 がん・生殖医療に関する患者教育：がん治療開始前に精子凍結を選択した若年

成人未婚男性がん患者に対して、または医療従事者に対して、凍結精子の医療

情報とコミュニケーションに関する心理教育動画を普及させることによって、

精子凍結の意味を改めて考える機会が与えられ、妊孕性温存に対する理解が深

まり、患者とパートナーとのコミュニケーションの改善が期待される。 

【３】 がん・生殖医療のフォローアップ体制の構築：若年成人未婚男性がん患者のサ

バイバーシップ向上を志向した、妊孕性温存に関する心理支援体制の均てん化

を促進するためには、治療前から長期にわたる若年成人未婚男性がん患者に対

するがん・生殖医療のフォローアップ体制の構築が急務である。 

 

研究代表者： 

鈴木直（聖マリアンナ医科大学産婦人科学） 

 

研究分担者： 

杉下陽堂（聖マリアンナ医科大学産婦人科学） 

西山博之（筑波大学医学医療系腎泌尿器外科） 
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岡田弘（獨協医科大学埼玉医療センターリプロダクションセンター） 

杉本公平（獨協医科大学埼玉医療センターリプロダクションセンター） 

 

研究協力者： 

藤澤信（横浜市立大学附属市民総合医療センター血液内科） 

寺西淳一（横浜市立大学附属市民総合医療センター泌尿器・腎移植科） 

竹島徹平（横浜市立大学附属市民総合医療センター生殖医療センター泌尿器科） 

黒田晋之介（横浜市立大学附属市民総合医療センター生殖医療センター泌尿器科） 

藤井伸治（岡山大学病院血液・腫瘍内科） 

神田善伸（自治医科大学附属病院血液科・さいたま医療センター血液科） 

木村俊一（自治医科大学附属さいたま医療センター血液科） 

蘆澤正弘（自治医科大学附属病院血液科） 

山﨑一恭（筑波学園病院泌尿器科） 

畠山真吾（弘前大学医学部附属病院泌尿器科） 

大山力（弘前大学医学部附属病院泌尿器科） 

河合弘二（筑波大学医学医療系腎泌尿器外科） 

古城公佑（筑波大学医学医療系腎泌尿器外科） 

寺井一隆（獨協医科大学埼玉医療センターリプロダクションセンター） 

宮嶋哲（東海大学医学部附属病院泌尿器科） 

清水勇樹（東海大学医学部附属病院泌尿器科） 

吹谷和代（聖マリアンナ医科大学産婦人科学） 

山谷佳子（聖マリアンナ医科大学産婦人科学） 

小林千夏（聖マリアンナ医科大学産婦人科学） 

 

Ａ．研究目的 

（１）若年成人未婚男性がん患者における

精子凍結後の心理社会的状況に関する観察

研究（調査全体の中間報告）：本研究では、

若年成人未婚男性がん患者における精子凍

結後の精神状態および心理社会的な支援ニ

ーズを明らかにすることを目的とした。具

体的には、がんに罹患した際に精子凍結保

存した患者と保存しなかった患者、またが

んに罹患したことのない成人男性を対象と

して自記式アンケートによる観察研究横断

的調査を行い、①精子凍結保存を行った若

年成人未婚男性がん患者の精神的健康状態、

②精神的健康状態に影響を与える要因、③

精子凍結保存を行った若年成人未婚男性が

ん患者の心理社会的ニーズに関して検討し

た。 

（２）若年成人男性がん患者における精子

凍結後の心理教育プログラム動画の評価研

究：精子凍結後、その凍結精子の処遇に関

して患者自身が医療情報を収集し意思決定

していくことが精子凍結の更新や利用の促

進に必要であると考えられる。 

一般に、青年期・若年成人男性の心理特

性としては、同年齢の女性に比して自己開

示しない傾向があり（熊野, 2002）、病気や

不成功などの落ち込み体験で自己効力感が

低下し、抑うつに至る傾向がある（寺口, 

2009）。若年がんサバイバーを対象とした調

査によると、がんであったことをパートナ
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ーに伝えることに対する不安が強かった

（Wong, 2017）。こうした特徴が精子凍結に

向き合い、情報収集したり相談や受診、意

思決定をしたりすることを遅らせているの

かもしれない。凍結精子の使用や凍結更新

をするか否かについての意思決定には、若

年男性の特徴を踏まえて、自分自身にとっ

てなぜ凍結精子が必要かという観点から医

療情報を伝えること、凍結精子の利用につ

いてパートナーとどのようにコミュニケー

ションしたらいいかパートナーに話しにく

い心理に配慮して支援することが必要だと

考えられる。また、こうした支援は精子凍

結後早期に提供することによって十分に考

え相談する時間を提供できることになり、

結果として意思決定支援につながると考え

られる。 

そこで、がん治療に際して精子凍結保存

をした若年がん患者の男性を対象として凍

結精子の医療情報とコミュニケーションに

関する心理教育動画を制作し、凍結精子更

新の意思決定を支援することを目指して、

本研究では目標に合致した心理教育動画を

開発すること、またがん治療に際して精子

凍結保存をした若年がん男性患者が動画を

視聴し本動画の評価を行うことを目的とし

た。 

 

Ｂ．研究方法 

（１）若年成人未婚男性がん患者における

精子凍結後の心理社会的状況に関する観察

研究： 

１．対象患者 

(1) 選択基準 

曝露群は、調査時点から 10 年前までに精

巣腫瘍、造血器腫瘍また骨軟部腫瘍のいず

れかと診断され抗がん剤を使用した、現在

20-49 歳の男性患者とした。うち、妊孕性

温存目的で精子凍結した患者（以下凍結群）

100 人、精子凍結しなかった患者（以下非

凍結群）100 人として調査を行った。一方

非曝露群は、これまでがんと診断されたこ

とがない健康な、かつ現在 20-49 歳の男性

300 人とした。 

(2) 除外基準 

自力で自記式アンケート、web 調査の質

問項目が理解できない、日本語で回答でき

ない場合は除外した。 

(3) 目標症例数 

本試験は観察研究であるためサンプルサ

イズの計算は適していない。曝露群のうち

凍結群と非凍結群の人数が統計解析に耐え

うる人数として各 100 人とし、曝露群と年

齢をマッチングさせた被曝露群として 300

人と見積もった。 

(4) 被験者に説明し同意を得る方法 

開始前に本試験担当者から説明文書を用

いて以下の項目について知らせ、対象者の

自由意思による同意を得る。曝露群、非曝

露群ともにアンケートへの回答を以って同

意とみなした。なお、アンケートを提出す

る前は同意を撤回し、当人が記入したアン

ケートを破棄することができるが、アンケ

ート提出後は同意を撤回することはできな

い条件になっている。 

２．試験の方法 

(1) 試験のデザインは、観察研究、横断

的研究である。 

(2) 試験のアウトライン 

【曝露群】（図 1）研究対象者の外来受診

日に研究者から本調査への募集案内を口頭

及び説明同意書にて説明し、参加同意が得

られたら、精子凍結の有無をたずね、該当

するアンケートを配布し、患者自身が記入

しその場で回収する。アンケートへの回答

を以って同意とみなし、アンケートは無記

名で実施される。なお回収されたアンケー

トは非連結匿名化データである。研究代表
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者がデータセンターとなり、アンケートを

回収、管理、データクリーニングなどデー

タマネージメントを行う。 

【非曝露群】本試験では複数社の相見積

もりと委託業務内容から楽天リサーチ株式

社会を選定した。同社が所有するパネルか

ら研究対象者を抽出し、楽天リサーチ株式

社会が web 調査を実施し匿名の電子データ

の作成を請け負った。 

(3) 被験者の試験参加予定期間は、アン

ケートに回答する所要時間 20 分と見積も

った。 

３．調査内容 

【曝露群で凍結群用アンケート】がん診

断時のがんの状態（罹患時年齢、がん種）、

がん治療の内容、精子凍結保存の有無、精

子凍結の意思決定プロセス（情報収集、共

有意思決定プロセス尺度、決定葛藤尺度日

本語版、決定後悔尺度日本語版）、現在の心

理状態（Hospital Anxiety and Depressio

n Scale：病院不安・うつ尺度日本語版 HAD

S、Impact of Event Scale-Revised：改訂

出来事インパクト尺度日本語版 IES-R-J、

男性の自己効力感）、将来の心配事、がん治

療中・治療後の援助の状況とニーズ、属性

（年齢、職業、学歴、同居家族、婚姻・パ

ートナーの有無）、施設番号。 

【曝露群で非凍結群用アンケート】がん

診断時のがんの状態（罹患時年齢、がん種）、

がん治療の内容、精子凍結の有無、現在の

心理状態（HADS、IES-R-J、男性の自己効力

感）、将来的な心配事、がん治療中・治療後

の援助の状況とニーズ、属性（年齢、職業、

学歴、同居家族、婚姻・パートナーの有無）、

施設番号。 

【非曝露群用 web 調査票】現在の心理状

態（HADS、IES-R-J、男性の自己効力感）、

将来的な心配事、属性（年齢、職業、学歴、

同居家族、婚姻・パートナーの有無）。 

次に、上記尺度・項目の選定について詳

細を記す。 

共有意思決定プロセス尺度：現在公開さ

れている SDM-Q-9 日本語版（http://www.p

atient-als-partner.de/index.php?articl

e_id=20&clang=2/）（後藤・有村, 2012）を

調査意図に合うように全項目の「医師」を

「医療者」に改変し、独自版を作成した。

著者に確認した結果、いかなる改変も認め

ないので、もし改変するなら独自版である

ことを明示するようにと条件を提示された。

そこで、本研究では中山(2014)の示した共

有意思決定プロセスについて、著者の許可

を得て、共有意思決定プロセス尺度を独自

に作成し使用した。 

決定葛藤尺度：現在公開されている決定

葛藤尺度は許可なしで使用でき、調査対象

の状況に合わせる微小な改変は許容範囲で

あると明示されている。決定葛藤尺度日本

語版（https://decisionaid.ohri.ca/eval

_dcs.html）（川口, 2013）の使用許可を著

者から得た。 

決定後悔尺度：現在公開されている決定

葛藤尺度は許可なしで使用でき、調査対象

の状況に合わせる微小な改変は許容範囲で

あると明示されている（https://decision

aid.ohri.ca/eval_regret.html）。日本語版

（Tanno, 2016）をそのまま使用した。 

Hospital Anxiety and Depression Scal

e（病院不安・うつ尺度日本語版； HADS）：

HADS は不安、抑うつを測定する国際的標準

化された尺度で、がん患者に対して汎用さ

れる。Zigmond(1983)の原版を北村（1994)

が翻訳した日本語版を使用した。 

Impact of Event Scale-Revised（改訂出

来事インパクト尺度日本語版； IES-R-J）：

 IES-R は、PTSD 症状を測定する尺度として

国際的に標準化されている。本研究では As

ukai(2002)による日本語版を使用した。 
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男性の自己効力感：Clark(2005)による前

立腺がん症状指数とディストレス尺度の性

機能の下位尺度を参考に独自に作成した。

作成に当たり、著者である Clark 博士に連

絡を取り意見交換し、研究の趣旨と臨床実

感との整合性という観点から分担研究者で

ある湯村医師と討論し、最終的に調査対象

である若年男性がん患者の妊孕性の問題に

合うよう独自に作成した。妊孕性に対する

自己効力感、男性としての自己効力感、が

んに対する自己効力感の 3因子を想定した。 

状況・属性変数：がん診断時のがんの状

態（罹患時年齢、がん種）、がん治療内容、

精子凍結保存の有無、精子凍結の意思決定

の情報収集、将来の心配事、がん治療中・

治療後の援助の状況とニーズ、属性（年齢、

職業、学歴、同居家族、婚姻・パートナー

の有無）は、研究目的から項目を作成し、

研究分担者ならびに研究協力者と臨床場面

との整合性を討論し、それぞれ単独の調査

項目を独自に作成した。 

４．データの集計および統計解析方法 

調査データの分析は目的に従って、まず、

曝露群と非曝露群で、現在の心理状態（HA

DS、IES-R-J、自己効力感）について差があ

るか解析した。次に、曝露群の中の凍結群

と非凍結群で、現在の心理状態（HADS、IE

S-R-J、自己効力感）について差があるか解

析した。なお、欠損値がごくわずかの場合

は、ペアワイズまたはリストワイズで分析

を進めることが可能か検討し、あるいは欠

損のパターン分析を行ったうえで適用があ

れば多重代入法が可能か検討することとし

た。 

（２）若年成人男性がん患者における精子

凍結後の心理教育プログラム動画の評価研

究：１．動画資材の制作 

動画制作会社数社と討論した、過去の制

作作品を試聴しつつ、プログラムの本質を

保つことができる動画制作会社を選定した。

動画制作会社の担当者に心理教育プログラ

ムを見せて重要な点などを伝え、それを基

に制作会社が台本を作成した。制作会社と

研究者が何度も討論を重ね、5 回ほど試作

を重ねて制作を完了した。視聴者に、飽き

ないで最後まで視聴してもらうための工夫

として、ナビゲーターによる語りかけ、パ

ワーポイントスライドによる情報提供、医

師・心理士のインタビュー、ナレーターと

静止画による架空場面、心理描写といった

パターンをそれぞれ撮影、制作し、組み合

わせた。また、プログラムの内容でポイン

トとなる部分は、医師・心理士のインタビ

ュー、パワーポイントやテロップによる情

報の文字化と整理、ナビゲーターによる語

りかけを組み合わせて、情報が正確に伝わ

り、印象に残るように工夫した。 

なお、動画は合計 32 分と長くなった。

日常生活で多忙の対象者にとって 30 分以

上の時間をまとめて取ることは困難であり、

研究から脱落する症例が多くなることが懸

念される。そのため、脱落症例を多く見込

む必要と、脱落症例を減らす工夫を検討す

る必要がある（資料１）。 

２．評価研究 

 対象：対象者は、以下の基準をすべて満

たす患者とする。 

 (1) 選択基準 

①がんと診断された 

②がん治療に際して精子凍結をした後２か

月以内である 

③同意取得時の年齢が成人年齢である男性 

(2) 除外基準 

 ①文書同意が得られない（インフォーム

ド・コンセントが得られない） 

②動画視聴および評価の入力を実施するこ

とが困難であるような心身の不調が著しい、

あるいは日本語の理解が困難である 
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 目標症例数は、試験全体で動画資材群（A

コース）、通常資材群（Bコース）それぞれ

50 人（合計 100 人）と設定する。目標症例

数の根拠は以下のとおりである。一般に、

心理教育による知識への効果量は概ね中～

大程度とされている。本試験のデザインは

プレ―ポストデザインであることから、共

分散分析が予定されている。その場合のサ

ンプルサイズは、α=0.05、β=0.8 とした

とき、Cohen によると、効果量ｆが中～大

程度の場合は90人とG*power 3ソフトウェ

アにより算出された。脱落者 1割を見込ん

で加えて総計 100 人とする。 

 研究デザイン：ランダム化比較試験であ

る。 

 方法：該当基準に合致する対象者は、精

子凍結後に担当医から本研究が紹介される。

研究に参加する者（以下被験者）は文書に

て同意した後、web 調査システムへのアク

セス方法とログイン ID、パスワードを受け

取る。被験者は同意から 2か月以内に動画

視聴ができる任意の場所と時間を設け、web

調査システムにログイン ID とパスワード

を用いてアクセスする。被験者はアクセス

し事前アンケートページに回答し送信する

と、ランダム割付されて該当する画面が開

始される。Web 調査システムでは動画また

は通常診療でよく伝えられる情報をまとめ

た動画のいずれかの資材の視聴と視聴後ア

ンケートが割り付けられたプロトコル通り

に提示されるので、被験者は web 調査で提

示された順に進むと試験が完了できる。試

験終了後、任意で視聴していない方の資材

を閲覧できる。閲覧した場合は閲覧したも

のに対する視聴後アンケートにも回答する。

患者が記入するものはこれで終了となる。

約 1年後の精子凍結更新時に医師が医療情

報を収集する（図２）。 

 調査内容：被験者調査と医療情報の収集

から成る。被験者調査では、被験者が動画

視聴の事前と事後に下記アンケートを web

上で回答する。 

(１)事前アンケートの項目 

 属性：年齢、職業、学歴、配偶

者・婚約者・恋人の有無、 

 配偶者・婚約者・恋人にがん、

精子凍結を伝えたか 

 つらさと支障の寒暖計（調整変

数として用いる） 

 がん診断の時期、がんの種類、

精子凍結前のがん治療 

 精子凍結に対してサポートした

人の有無 

 精子凍結に対する知識 

 精子凍結したことに対する自己

効力感 

 精子凍結したことに対する決定

後悔 

（２）視聴後アンケートの項目 

 資材に対する感想 

 資材の視聴によるポジティブな

感情、凍結更新・精液検査・が

ん治療へのモチベーション、他

者・パートナーに対するコミュ

ニケーション 

 精子凍結に対する知識 

 精子凍結したことに対する自己

効力感 

 精子凍結したことに対する決定

後悔 

 医療情報収集は、担当医が次年度の精子

凍結更新後に下記情報を診療録から収集す

る。 

 がん治療が終了したか 

 凍結更新をしたか、凍結精子を

破棄したか 

 精液検査をしたか 
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Ｃ．研究結果 

（１）若年成人未婚男性がん患者における

精子凍結後の心理社会的状況に関する観察

研究（調査全体の中間報告）： 

１．データの回収数 

曝露群の施設別回収集は表 1に示した。

曝露群のうち、精子凍結した者における調

査票回収数は 146 件であった。そのうち 18

件を次の理由で除外した；表紙の同意チェ

ック欄にチェックがない 1件、がん発症が

10 年以上前である 13 件、対象でない疾患

である 4件、疾患が 10 年以内か不明 3件。

分析対象数は 128 件であった。 

曝露群のうち、精子凍結しなかった者に

おける調査票回収数は 64件であった。その

うち、11 件を次の理由で除外した；年齢が

対象外である 3件、がん発症が 10 年以上前

である 3件、対象でない疾患である 1件、

疾患が 10年以内か不明 4件。分析対象数は

53 件であった。 

非曝露群は、調査会社が所有するパネル

のうち、がんでない健康者パネルから 300

人を抽出し web で調査を実施した。回答者

数、分析対象数はともに 300 件であった。 

２．記述統計（表 2） 

平均年齢は凍結群が 31.2 歳と最も若か

ったが、非凍結群と非曝露群は 39 歳で並ん

でいた。曝露群と非曝露群、凍結群と非凍

結群、3 群間のすべてにおいて有意差が認

められた。 

平均学校在籍年数は、非凍結群が 13.4

年であったが、凍結群と非曝露群は 14.8

年、14.7 年と近かった。曝露群と非曝露群

との差は有意でなかったが、凍結群と非凍

結群、3群間の差は有意であった。 

職業は、3 群とも正社員・正規雇用者の

割合が最も多かった。曝露群は非曝露群に

比べて無職の割合が多かった。凍結群は学

生の割合が多く、非凍結群は自営業・フリ

ーランスの割合が多かった。 

月平均労働時間は非凍結群が最も長く、

非曝露群が最も短かったが、標準偏差が大

きかった。曝露群と非曝露群との間に有意

差が認められ、非曝露群に比べて曝露群の

方が月平均労働時間が有意に長かった。 

パートナー・婚姻状況は、非凍結群、非

曝露群の半数は結婚していたが、パートナ

ーがいない人も約3人に1人含まれていた。

これに対して凍結群は既婚者の割合が 28.

9%と最も低く、パートナーなどがいない人

が半数を占めていた。曝露群と非曝露群、

凍結群と非凍結群、3 群間のすべてにおい

て有意差が認められた。 

同居する子どもがいる割合は、凍結群が

8.6%と最も少なかったのに対して、非凍結

群、非曝露群は半数前後が同居していた。

曝露群と非曝露群、凍結群と非凍結群、3

群間のすべてにおいて有意差が認められた。 

精神科受診経験は、受診したことは一度

もないと回答した者の割合がすべての群で

最も多かった。非曝露群は現在受診中、過

去に受診したことがある割合が比較的多か

った。曝露群と非曝露群、3 群間において

有意差が認められた。 

３．尺度の作成 

男性の自己効力感の尺度を作成するため

の統計解析をおこなった。男性の妊孕性に

対する自己効力感、男性としての自己効力

感、がんに対する自己効力感の 3因子を想

定して作成した独自項目 15 項目のうち、が

んに関する 3項目を除いて曝露群、非曝露

群に共通した 12 項目について因子分析を

おこなうこととした。因子分析の妥当性の

指標である Kaiser-Meyer-Olkin 指数=.857、

Bartlett の球面性検定は有意差が認めら

れ（χ2(df=66)=4744.134, p=.000）、適切

性基準を十分満たすことが確認された。そ

こで、因子抽出を主因子法、抽出後の回転
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を Kaiser の正規化を伴うバリマックス法

により因子分析を実施した（表 3）。固有値

のスクリープロットと因子負荷の構造から

因子数を 2と決定した。第 1因子は固有値

4.889、寄与率 40.740 で、8 項目の内容か

ら“妊孕性に対する自己効力感”と名付け

た。α係数は.923 であった。第 2因子は固

有値 2.853、寄与率 23.772 で、4項目の内

容から“男性としての自己効力感の喪失”

と名付けた。α係数は.899 であった。がん

に対する自己効力感は、3項目で構成され、

得点が高いほどがんに対する自己効力感が

低くなる。α係数は.690 であった。 

共有意思決定プロセス尺度 9項目につい

て尺度化を試みた（表 4）。Kaiser-Meyer-O

lkin 指数=.866、Bartlett の球面性検定は

有意差が認められ（χ2(df=36)=614.053, 

p=.000）、適切性基準を十分満たすことが確

認されたが、固有値が 1を超える因子数は

1 つであったことから単一因子性を確認し

た。9項目すべてが第1主成分にまとまり、

因子負荷量はすべての項目で.60 以上、寄

与率は 58.560%であった。α係数は.910 で

あった。 

４．曝露群と非曝露群の比較 

曝露群と非曝露群で、現在の心理状態（H

ADS、IES-R-J、自己効力感）について差が

あるか解析した。その結果、すべての項目

で有意差が認められ、効果量は中から大で

あった（表 5）。いずれの変数においても曝

露群は非曝露群に比べて得点が有意に低か

った。つまり、曝露群は、非曝露群に比べ

て HADS、IES-R-J、妊孕性に対する自己効

力感、男性としての自己効力感の喪失それ

ぞれの得点が低かった。 

５．曝露群における凍結群と非凍結群と

の比較 

曝露群の中の凍結群と非凍結群で、現在

の心理状態（HADS、IES-R-J、自己効力感）

について差があるか解析した。その結果、

すべての変数で有意差が認められず、効果

量も IES-R-J のみが小程度で、他の変数は

効果量がほとんどなかった（表 6）。 

 

（２）若年成人男性がん患者における精子

凍結後の心理教育プログラム動画の評価研

究：結果の予想として、動画資材の方が通

常資材に比べて、精子凍結に対する知識、

精子凍結したことに対する自己効力感が改

善し、精子凍結したことに対する決定後悔

が低下することが予想される。また、動画

資材の方が通常資材に比べて肯定的な印象、

凍結更新・精液検査・がん治療へのモチベ

ーション、他者・パートナーに対するコミ

ュニケーションの上昇と関連することが予

想される。 

他方限界としては、動画資材群は動画が

32 分と長いため試験からの脱落が多くな

ることが懸念される。飽きずに視聴できる

よう工夫を凝らしたが、長時間確保できな

い被験者が脱落する可能性は否めない。 

また、医療情報収集では、次年度の精子

凍結更新で連絡がない場合、情報収集が遅

延したり不可能になったりする可能性があ

る。こうした研究計画を聖マリアンナ医科

大学生命倫理委員会に提出し、現在審査中

である。 

 

Ｄ．考察 

（１）若年成人未婚男性がん患者における

精子凍結後の心理社会的状況に関する観察

研究： 若年成人男性がん患者（曝露群）の

心理社会的状況は、１）健康な同年代の男

性（非曝露群）と異なるか、２）曝露群の

うち妊孕性温存目的で精子凍結を施行した

がん患者（凍結群）と精子凍結を施行しな

かったがん患者（非凍結群）と異なるか、

の 2点を明らかにすることを目的とした観
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察研究をおこなった。その結果、曝露群は

非曝露群に比べて不安・うつ症状、PTSD 症

状が有意に少なく、妊孕性に対する自己効

力感、男性としての自己効力感の喪失が有

意に低かった。凍結群と非凍結群における

有意な差は認められなかった。 

曝露群と非曝露群の差については、なぜ

差が生じたのか、詳細な統計解析をおこな

っていない。例えば、年齢でマッチングさ

せた分析や、調整変数を加えた分析をおこ

なう必要がある。 

曝露群は非曝露群に比べて不安・うつ症

状や PTSD 症状、男性としての自己効力感の

喪失が少なくて精神的に健康であったが、

妊孕性に対する自己効力感は有意に低かっ

たが、これはがん経験によって妊孕性に対

する不安や機能不全感がある可能性が考え

られる。患者が精子を凍結保存する際や凍

結更新の時に、自身の困り事を相談できる

窓口の設置など、若年成人未婚男性がん患

者の妊孕性温存に係わる相談支援体制の構

築が必須である。 

一方、曝露群が精神的に健康であるのは、

がん経験によって精神的に強くなった可能

性が示唆される。ストレス外傷後成長（Po

st Traumatic stress Growth）という概念

によると、がんに限らず生死の危機を伴う

ようなつらい体験をして生き延びてきたこ

とで、視野が広がった、辛抱強くなれた、

他者の気持ちをより深く理解できるように

なったなどを得ることが報告されている。

今回の調査ではストレス外傷後成長に関す

る設問は無かったが、こうした観点を今後

の研究に加えていくことが有益かもしれな

い。 

また、曝露群のうち、精子凍結をした群

と凍結しなかった群の差は認められなかっ

た。この報告書作成の段階では、なぜ差が

生じたのか、詳細な統計解析をおこなって

いない。そのため、年齢などでマッチング

させた分析、調整変数を加えた分析などさ

らに統計解析をおこなう必要がある。がん

種やがんの状態によって精子凍結が可能な

場合とそうでない場合があるだろう。 

先行研究では、精子凍結したことがその

後の人生の希望になったと報告されている。

また、精子凍結ができたことでがん治療に

立ち向かう勇気が湧いたという報告がある。

他方、医師が患者に精子凍結を紹介し話し

合ったときのコミュニケーションが良くな

いと妊孕性温存に対する葛藤が大きくなり、

意思決定やのちに意思決定を後悔すること

につながるという報告もある。これらの研

究結果をもとに、調整変数を加えた解析を

行い、精子凍結者と非凍結者の違いを詳細

に検討することも有効であろうと考える。 

（２）若年成人男性がん患者における精子

凍結後の心理教育プログラム動画の評価研

究：本研究では、がん治療に際して精子凍

結をした若年男性がん患者を対象に、精子

凍結の医療情報と凍結精子の利用に関する

パートナーとのコミュニケーションに対す

る心理教育的動画を視聴していただくこと

により、患者とパートナーの医療理解とコ

ミュニケーションの改善を目指している。 

がん医療の進歩によりがん罹患後の心理

社会的な QOL に関心が集まっており、患

者・家族にとっても医療者にとっても予後

を予測するための情報ニーズがある。精子

凍結はがん治療前の男性の妊孕性温存方法

として比較的簡便に行われているが、その

使用率は非常に低く、凍結更新あるいは破

棄などの意思表明が十分に行われていない

現状がある。その背景には、がん罹患やそ

れによる復学・復職・恋愛・結婚などでの

難しさから自己効力感が低下し、抑うつ感

を呈することがあると指摘されている。そ

こで、本研究は、男性がん患者の QOL 向
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上に対し有効に機能する心理教育動画の開

発を目指すものであり、具体的知見を提供

するという点で意義深い。精子凍結した後

すぐにがん治療を受けることが多いため、

精子凍結のことに対してゆっくり考える余

裕がないかもしれないが、被験者のタイミ

ングで動画を視聴いただいて、のちのち思

い出したときに気持ちや考えを整理する一

助になればいいのではないかと考えている。 

 

Ｅ．結論 

（１）若年成人未婚男性がん患者における

精子凍結後の心理社会的状況に関する観察

研究（調査全体の中間報告）：若年成人男性

がん患者（曝露群）の心理社会的状況は、

１）健康な同年代の男性（非曝露群）と異

なるか、２）曝露群のうち妊孕性温存目的

で精子凍結を施行したがん患者（凍結群）

と精子凍結を施行しなかったがん患者（非

凍結群）と異なるか、の 2点を明らかにす

ることを目的とした観察研究をおこなった。

その結果、曝露群は非曝露群に比べて不

安・うつ症状、PTSD 症状が有意に少なく、

妊孕性に対する自己効力感、男性としての

自己効力感の喪失が有意に低かった。凍結

群と非凍結群における有意な差は認められ

なかった。今後、年齢でマッチングさせた

分析や、調整変数を加えた分析をおこなう

必要がある。 

（２）若年成人男性がん患者における精子

凍結後の心理教育プログラム動画の評価研

究：本研究は、がん治療に際して精子凍結

保存をした若年がん患者の男性向けの凍結

精子の医療情報とコミュニケーションに関

する心理教育動画を制作すること、がん治

療に際して精子凍結保存をした若年がん患

者の男性を対象に動画視聴してもらって動

画の評価を調査することを目的とした。目

的に沿って医療情報のシナリオとスライド

を制作し、飽きないような工夫を加えて動

画資材を制作した。これに対して多くの施

設でなされている一般的な情報提供をまと

めて通常資材を制作し、動画資材と比較検

討する。研究デザインはランダム化比較試

験である。がんと診断され、がん治療に際

して精子凍結をした後２か月以内である、

同意取得時の年齢が成人年齢である男性を

対象に、動画資材、通常資材のいずれかを

視聴していただく。資材のどちらを視聴す

るかはランダムに割付ける。視聴の前後に

アンケートがある。これらはすべて webを

用いて実施される。調査参加から約 1年後

の精子凍結更新時期に担当医が医療情報を

収集する。この研究計画は現在聖マリアン

ナ医科大学生命倫理委員会で審査を受けて

いる。承認後、速やかに実施をおこなう予

定である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

総合研究報告書にまとめて記入 

 

Ｇ．研究発表 

総合研究報告書にまとめて記入 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

なし。 
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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業）） 

分担研究報告書 

 
【研究②】若年未婚乳がん患者における妊孕性温存の心理教育プログラム(RESPECT)の開発 

 

鈴木直 聖マリアンナ医科大学産婦人科学講座 教授 

研究要旨 

小児・AYA 世代のがん患者は、妊孕性喪失に対する多岐・長期に渡る不安と苦悩が強

い（Gorman, 2010）。不確実性の中で不安と恐怖を有するがん患者は、将来の妊孕性や

生殖機能温存に関してまで短期間に自己決定しなければならない大変困難な精神状態

にある。がん治療の進歩に伴う現在、診断時から妊孕性に関する医療情報を適格に提

供し同時に精神的サポートも行う心理支援体制の構築が、がんサバイバーシップ向上

の為に喫緊の課題となっている。これまで、がん治療開始前の妊孕性温存に関する情

報提供が、患者の QOL 向上に有効的であり（Letourneau, 2012）、妊孕性温存のカウン

セリングがない場合と費用面で困難がある場合に妊孕性温存の意思決定に際して患者

が強い葛藤を感じたことがわかっている。（Mersereau, 2013）他方、①妊孕性温存の

知識が浅い担当者、②心理専門職でない担当者、③時間が不十分、④質問する機会が

ないという医療カウンセリングによって妊孕性温存の自己決定に後悔が多くなるとい

う報告があり（Bastings, 2014）、がん・生殖医療が展開しつつある我が国においても、

カウンセリングの質や担当者の精度を向上させる試みが急務である。平成 26-28 年度

厚労科研・鈴木班では、「がん・生殖医療専門心理士」を養成することで質の高いがん・

生殖医療に関わる心理カウンセリングが提供できる土壌を築き、さらに若年乳がん女

性患者とその配偶者を対象とした妊孕性温存に関する心理教育とカップル充実セラピ

ー（O!PEACE）を開発し、多施設合同ランダム化比較試験を実施し中間分析で精神症状

の改善効果を得ることに成功した。この試験は、世界初の若年がん患者に対する妊孕

性温存の心理支援の効果評価に関する独創的な研究となった。そこで、本研究成果を

踏まえて、O!PEACE では対象とならない未婚乳がん患者を対象とした更なるエビデンス

構築を目指した。本研究班の【研究②】若年未婚乳がん患者における妊孕性温存の心

理教育プログラム(RESPECT)の開発では、若年成人未婚女性を対象とした、妊孕性温存

の意思決定に特化した心理カウンセリングを開発し、それによる介入を行い、意思決

定葛藤、精神的健康、精神的回復力に対して改善効果があるか否かを検討することを

目的としている。若年成人未婚女性を対象とした妊孕性温存の教育心理プログラム

（RESPECT）を開発することで、がん患者のメンタルヘルス改善に関わるエビデンスの

構築が期待される。申請者らが養成した全国 18都府県で活躍している心理士を活用す

ることで、本研究を通してがん・生殖医療専門心理士の養成と心理教育プログラムの

実用をさらに拡大させ、厚生労働行政が目指してきた総合的 AYA 世代の妊孕性温存を

めぐるがん対策を全国に均てん化が、同様に期待できる。 

以下に、小児・AYA 世代がん患者に対する妊孕性温存に関する情報を提供する際に、
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今後解決すべき課題を提言として記す。 

【１】 心理支援体制の構築：がん治療開始前の過剰な精神的負担と不安を抱える小

児・AYA 世代がん患者に対して、サバイバーシップ向上を志向した公認心理師

（がん・生殖医療専門）による、心理支援体制（妊孕性温存に関する心理支援

や情報提供のみならず、目の前のがんと闘う際の心理支援）の構築が急務であ

る。 

【２】 短期心理療法の開発：がん患者の精神的ストレスの深刻化を改善させるための、

効果的な短期心理療法の開発が急務である。 

【３】 心理支援体制の均てん化：本研究で開発した効果的な短期心理療法を実施可能

な公認心理師（がん・生殖医療専門）の全国配置を実施することにより、心理

士の雇用と業務の一層の拡充化が進み、その結果として小児・AYA 世代がん患

者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関する心理支援体制の均て

ん化を促進することができる。 

 

研究分担者： 

小泉智恵（獨協医科大学埼玉医療センター・リプロダクションセンター） 

津川浩一郎（聖マリアンナ医科大学乳腺・内分泌外科学） 

杉本公平（獨協医科大学埼玉医療センター・リプロダクションセンター） 

川井清考（亀田総合病院不妊生殖科） 

福間英祐（亀田総合病院乳腺科） 

古井辰郎（岐阜大学大学院医学系研究科産婦人科学分野） 

二村学（岐阜大学大学院医学系研究科腫瘍外科（乳腺外科）） 

高井泰（埼玉医科大学総合医療センター産婦人科学） 

松本広志（埼玉県立がんセンター乳腺外科） 

大野真司（がん研有明病院乳腺センター乳腺外科） 

山内英子（聖路加国際大学研究センター乳腺外科） 

木村文則（滋賀医科大学産婦人科） 

杉下陽堂（聖マリアンナ医科大学産婦人科学） 

西島千絵（聖マリアンナ医科大学産婦人科学） 

 

研究協力者： 

片岡明美（がん研有明病院乳腺センター乳腺外科） 

阿部朋未（がん研有明病院乳腺センター乳腺外科） 

固武利奈（聖路加国際病院ブレストセンター） 

吹谷和代（聖マリアンナ医科大学産婦人科学、臨床心理士；がん・生殖医療専門心理士） 

山谷佳子（聖マリアンナ医科大学産婦人科学、臨床心理士） 

小林千夏（聖マリアンナ医科大学産婦人科学、がん・生殖医療専門心理士） 

奈良和子（亀田総合病院臨床心理室、臨床心理士；がん・生殖医療専門心理士） 
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宮川智子（亀田総合病院臨床心理室、臨床心理士；がん・生殖医療専門心理士） 

伊藤由夏（岐阜大学大学院医学系研究科産婦人科学、臨床心理士；がん・生殖医療専門心理士） 

塚野佳世子（横浜労災病院心療内科、臨床心理士；がん・生殖医療専門心理士） 

福栄みか（横浜みなと赤十字病院臨床心理室、臨床心理士） 

小林清香（埼玉医科大学総合医療センターメンタルクリニック、臨床心理士） 

中島美佐子（木場公園クリニック、臨床心理士；がん・生殖医療専門心理士） 

上野桂子（大分県不妊専門相談センター、臨床心理士；がん・生殖医療専門心理士） 

星山千晶（カウンセリングルームふらっと、臨床心理士；がん・生殖医療専門心理士） 

 

Ａ．研究目的 

若年未婚女性は、将来の仕事、結婚、出産、

育児など一般的なライフイベントについて

不確定要素が大きいため、抑うつ・不安が

強くなり、妊孕性温存について適切な対処

行動が難しくなり、意思決定困難に陥りや

すいという報告がある（Block, 2013）。多

くの患者は、がん診断後、がん治療による

妊孕性低下・喪失の可能性が伝えられた後

で、精神的なショックや不安に対処しなが

らも、日常生活や仕事を営みながら妊孕性

温存について知り、自身の将来の家族像や

人生の意味を顧みて、大切な他者との関係

を考慮しながら妊孕性温存治療を受けるか

どうか意思決定をし、その後はがん治療に

立ち向かっていくという一般的な心理社会

的経過を経験していくが、不確定要素が多

いと不安、抑うつによって落ち着いて考え

られなくなり、将来を過小評価、悲観して、

消極的、回避的になったりしやすいと考え

られる。しかし、どのような心理カウンセ

リングが効果的であるかについては、まだ

実証研究がほとんどされていない。そこで、

本試験は、若年成人未婚女性を対象とした、

妊孕性温存の意思決定に特化した心理カウ

ンセリングを開発し、それによる介入を行

い、意思決定葛藤、精神的健康、精神的回

復力に対して改善効果があるか否かを検討

する。具体的には、ランダム化比較試験で

メンタルヘルスの改善と妊孕性温存の意思

決定に関する、2 回シリーズの心理カウン

セリングによる介入をおこない、介入の事

前と事後で精神的健康、精神的回復力、意

思決定葛藤をたずねるアンケートを実施し、

事前と 2回目アンケートの得点差について

解析することを主目的とする。本試験は、

心理エンパワメントカウンセリングチーム

による立ち直りと意思決定（Recovery and 

Shared-decision-making by Psychological 

Empowerment Counseling Team）臨床試験名

RESPECT と命名した。 

 

Ｂ．研究方法 

RESPECT 心理カウンセリングの開発概要 

 本研究課題 1年目（2017 年度）に RESPECT

カウンセリングを開発した。妊孕性温存の

意思決定における心理専門家による心理カ

ウンセリングの 6要素（Lawson, 2015）、意

思決定支援の方略（中山, 2014）を考慮し、

ブリーフサイコセラピー、ソリューション

フォーカスドアプローチを土台に 2回完結

の「RESPECT 心理カウンセリング」を経験 5

年以上の臨床心理士、がん・生殖医療専門

心理士が中心となって開発し、詳細マニュ

アルを作成した。医学的内容と総合編集は

医師の指導を得て完成させた。 

 同年には、RESPECT 心理カウンセリング

を実施できる心理士のトレーニングもおこ

なった。試験実施施設に勤務するか派遣さ

れる心理士が実施するため、心理士 11 名が
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互いに心理士役、患者役となってロールプ

レイを 10 回実施し、11 回目のロールプレ

イを録画した。録画をベテラン心理士 2名

が評定した結果、高い信頼性を得た。こう

してカウンセリング担当心理士は誰しもマ

ニュアルに従って均質な心理カウンセリン

グを提供できるように準備した。 

多施設合同 RCT 

RESPECT 心理カウンセリングの効果を評

価するための研究を2018年9月から実施し

ている。 

対象：本試験の対象者は、以下の基準を

すべて満たす患者とする。 

（１）選択基準 

① 参加時点で遠隔転移を認めない、

初発・初期の乳がんである 

② 20 歳以上 39 歳以下の女性である 

③ これまで配偶者がいない 

④ 試験実施施設または実施協力施設

の乳腺科外来、産婦人科（生殖科）外来の

うち少なくとも 1か所を受診している 

⑤ 同意取得日を 0日目と数えて、が

ん治療開始まで 4日以上ある 

（２）除外基準 

 以下のいずれかに抵触する患者は本試

験に組み入れないこととする 

① 文書同意が得られない（インフォ

ームド・コンセントが得られない） 

② 自記式調査（アンケート）を実施

することが困難である（身体的不調が著し

い、統合失調症などの重症精神障害、中程

度以上の書字・読字障害や精神発達遅滞が

ある） 

③ 同意取得日を 0 日目と数えて、3

日以内にがん治療が開始する予定である 

研究方法：研究デザインはランダム化比

較試験で、被験者は介入群か統制群に無作

為に割り当てられる。介入群はがん治療開

始前に 2回シリーズの妊孕性温存に特化し

た心理カウンセリングに参加するが、統制

群はなんら介入を受けない。ただし、統制

群で心理カウンセリングを希望する場合は

ウェイティングリストコントロールとし、2

回目アンケート記入後に介入群と同じ心理

カウンセリングを受けることができる（以

下、統制群を待機群と呼ぶ）。 

全ての被験者は、2 回または 3 回の自記

式アンケートに回答、提出する。1 回目ア

ンケートは同意取得時で割り付け前（心理

カウンセリングによる介入前）に実施する。

2 回目アンケートは 1 回目アンケート回答

日を0日目と数えて4日目以降30日以内か

つがん治療開始前までに実施する。なお、

介入群は 2回目の心理カウンセリング直後

に実施する。 

もし、待機群で心理カウンセリングを希

望する場合は、同意取得日から 60 日以内に

お申し出いただく。任意参加である。心理

カウンセリングの実施日は、2 回目アンケ

ート記入後かつがん治療開始後となる。も

し待機群で心理カウンセリングを受けた場

合は 3回目アンケートを実施する（図１プ

ロトコール図）。 

調査項目：自記式アンケートによって、

精神的健康、精神的回復力、妊孕性温存の

意思決定葛藤を測定する。精神的健康は、

PTSD 症状（IES-R-J）、不安と抑うつ症状

（HADS）、つらさと支障の寒暖計（DT）の 3

側面からそれぞれ測定する。精神的回復力

は、Mini Mental Adjustment to Cancer 

Scale（Mini-MAC； Watson, Greer, Koizumi, 

Suzuki, and Akechi, 2018）、QOL 尺度

（EQ-5D-5L）を用いる。妊孕性温存の意思

決定葛藤は、Decisional Conflict Scale 日

本語版、Decisional Regression Scale 日

本語版、共有意思決定尺度（小泉）を用い

た。そのほか、がんと生殖・妊娠について

の知識、既往歴・現在症、属性についての
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項目を設けた。 

 本試験は、心理エンパワメントカウンセ

リングチームによる立ち直りと意思決定

（Recovery and Shared-decision-making 

by Psychological Empowerment Counseling 

Team）臨床試験名 RESPECT と命名した。聖

マリアンナ医科大学生命倫理委員会の承認

（第 3200 号）を得て、UMIN-CTR に試験登

録し（UMIN000034218）、多施設合同 RCT を

開始した。 

 

Ｃ．研究結果 

先行研究のシステマティック・レビュー

を行った結果、抽出された文献数は、PubMed 

37 件、PsycINFO 2 件で、重複は 2件あった

ので取り除き、合計文献数は 37件であった。

第 1段階では、レビューアーが独立して適

格性評価し PICO に合致しない文献を取り

除いた。その結果、35件が除外された。第

2 段階では、残った 2 件を質的評価した。

レビューアーが独立して精読しリスクオブ

バイアス、研究の質を評価した。その結果、

2 件とも少数サンプルによるパイロット研

究であったため詳細の記載が省略されてい

る部分が多かったこと、介入はがん治療と

性腺毒性や妊孕性の低下、妊孕性温存に関

する情報提供と意思決定支援、コミュニケ

ーションスキルトレーニングなど心理教育

的アプローチであったこと、心理的ディス

トレスに対する介入の効果量は小～中程度

であったことが示された。 

RESPECT 試験自体は 2018 年 9 月 20 日か

ら聖マリアンナ医科大学病院で開始し、聖

マリアンナ医科大学附属ブレストアンドイ

メージングセンター、岐阜大学附属病院、

聖路加国際病院、亀田総合病院、埼玉医科

大学総合医療センターにおいても開始した。

2019年度は新たに4施設が施設の倫理委員

会の承認を得、合計 10 施設となった（聖マ

リアンナ医科大学病院、聖マリアンナ医科

大学附属ブレストアンドイメージングセン

ター、岐阜大学医学部附属病院、聖路加国

際病院、亀田総合病院、埼玉医科大学総合

医療センター、埼玉県立がんセンター、獨

協医科大学埼玉医療センター、がん研有明

病院、滋賀医科大学医学部附属病院）。実施

には、院内の複数診療科との連携、心理士

派遣の手続き、担当スタッフの業務多忙な

どで開始準備に時間を要した施設もみられ

た。今年度末で実施準備中の施設は、獨協

医科大学埼玉医療センター、滋賀医科大学

医学部附属病院であった。 

該当症例は外来診療予約から該当基準に

合致する症例を事前にピックアップし、診

察時に担当医が試験の紹介を行って試験に

リクルートするという流れであるが、ピッ

クアップ人数は 2019 年度で 83症例であっ

た（表 1）。そのうち、36症例はリクルート

が実施できなかった。その理由は、該当基

準を満たさなかった 32症例、患者が受診キ

ャンセル、転院、心身疲労などのため 4症

例であった。リクルートを実施した 49 症例

のうち、返事保留7症例、試験参加32症例、

研究不参加 10症例であった。研究不参加の

理由は、「興味・関心がない、心理カウンセ

リングは自分に不要」9症例、「仕事で忙し

い、スケジュールが合わない」1 症例であ

った。心身疲労や不調で参加できなかった

人や家族などが試験参加に反対した人はい

なかった。 

2019 年度に本試験に参加した 32 症例数

は 32症例の内訳は、聖マリアンナ医科大学

病院 11 症例、聖マリアンナ医科大学附属ブ

レストアンドイメージングセンター3 症例、

がん研有明病院 3 症例、聖路加国際病院 5

症例、亀田総合病院 4症例、埼玉県立がん

センター3 症例、埼玉医科大学総合医療セ

ンター1 症例、岐阜大学医学部附属病院 2
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症例であった。 

有害事象の発生報告は現時点で皆無であり、

RESPECT 試験を安全に実施できていた。 

 

Ｄ．考察 

RESPECT 試験は 2019 年度末までに 10 施

設が倫理委員会の承認を得て、2019 年度は

8施設で試験を実施し32症例が参加登録し

た。有害事象の発生はなく安全に実施でき

た。 

ピックアップしたものの該当基準を満た

さなかった症例がピックアップ人数の

37.6%を占めた。その理由として、該当基準

の“参加時点で遠隔転移を認めない、初期

初発の乳がんである”、“同意取得日を 0日

目と数えて、がん治療開始まで 4日以上あ

る”という基準に合致するかどうか、初診

時にすぐに判断することが難しいからなの

ではないだろうか。初診後に精査してから

該当基準に合致するか判断するとなると、

がん治療開始までに本試験に参加しカウン

セリングを受ける時間を十分にとることが

難しくなる、という可能性が考えられる。

また、診療予約や紹介状など事前情報では

患者の婚姻状況など詳細がわからないこと

が多いのではないかと推測する。婚姻状況

といったプライバシーにかかわる情報収集

では対面で信頼関係が構築されたのちに該

当基準に合致するか確認することになるの

ではないかと考察する。 

他方、リクルートが実施できた人数に占

める参加者の割合は 65.3%であった。患者

にとってこの試験は良い方向に受け止めら

れやすく、負担が少なくて参加しやすいと

感じられたのではないか。その背景には患

者は乳がんの診断を受けてショックと不安

を抱え、医療情報が難しいなどの状況に置

かれて心理支援を求めている場合が多いこ

とを反映していると推測される。また、リ

クルートで担当医が適切なタイミングを見

計らって患者に試験を紹介し、その後の説

明でも心理士などが丁寧に対応することに

よって患者の 3人に 2人は参加するのでは

ないかと推測される。 

これに対して、リクルートしたが不参加

を表明した 10人のうち、心理カウンセリン

グは自分に不要だからと不参加の理由づけ

した者は 9人であり、不参加理由の殆どを

占めた。がん診断後のショックから精神的

に立ち直ったのかもしれない。あるいは、

がん診断のショックを受け止めきれず、が

ん治療や生活に対処するのに精一杯で心理

カウンセリングを受ける余裕がない、自分

を見つめ直している場合でない、というこ

ともあるかもしれない。心理カウンセリン

グなど精神医療に対するスティグマもある

かもしれない。 

2020 年度以降も RESPECT 試験を継続し、症

例登録と試験遂行を加速していく予定であ

る。引き続き、がん患者の妊孕性温存に関

する心理支援の効果について検証を進めて

いく。 

 

Ｅ．結論 

若年成人未婚女性を対象とした、妊孕性

温存の意思決定に特化した心理カウンセリ

ングを開発し、それによる介入を行い、意

思決定葛藤、精神的健康、精神的回復力に

対して改善効果があるか否かを検討すると

いう目的でランダム化比較試験を計画した。

心理カウンセリングの実施計画では、がん

診断からがん治療開始までのわずか数週間

で患者の心理面に配慮しながら無理なく臨

床試験の案内ができるよう冊子を作成し運

用を討論した。心理カウンセリングの資材

開発では、ブリーフサイコセラピー、ソリ

ューションフォーカスドアプローチを土台

に 2回完結の心理カウンセリングを開発し
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詳細マニュアルを作成した。また介入心理

士のトレーニングは、前項で開発した詳細

マニュアルに従ってロールプレイを 10 回

と 11回目のビデオ録画をおこない、スーパ

ーバイズの臨床心理士でがん・生殖医療専

門心理士 2名が録画ビデオを視聴して評定

した結果介入心理士はいずれも正確かつ均

質の心理カウンセリングができたことが示

された。そこで、この RESPECT 心理カウン

セリングを用いた介入研究 RESPECT 試験を

多施設合同ランダム化比較試験として

2018 年 9 月から開始した。2019 年度は 8

施設で実施した。診察前に該当症例と見込

まれた症例数は 85症例であったが、診察に

より 32 症例は該当基準を満たさないこと

が判明した。該当基準を満たし試験を紹介

した 49 症例のうち、32 症例は試験に参加

した。その割合は 65.3%であった。乳がん

診断後の患者にとって心理支援のニーズが

高いことが考察された。患者にとってこの

試験は良い方向に受け止められやすく、負

担が少なくて参加しやすいと感じられたと

推測された。この試験における有害事象の

発生報告はなかった。今後もこの試験を遂

行していく予定である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

総合研究報告書にまとめて記入 

 

Ｇ．研究発表 

総合研究報告書にまとめて記入 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

１．特許取得 

（予定を含む。） 

RESPECT心理カウンセリングの効果が明ら

かになった時に出願を予定している。 

 

２．実用新案 
なし 

 

３．その他 
なし 
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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

分担研究報告書 

 
【研究③】小児・思春期のがん患者とその親に対する妊孕性温存の情報提供と 

インフォームドアセントのあり方に関する調査研究 
 

鈴木直 聖マリアンナ医科大学産婦人科学講座 教授 

研究要旨 

小児・思春期のがん患者は妊孕性温存の情報を切望し、治療について自ら意思決定

する（Quinn, 2011）のに対して、我が国は保護者の同意を重視し、小児に十分な情報

説明とインフォームドアセントがない場合がある（西村, 2009）。一方、医療者が小児・

思春期のがん患者やその家族に対する妊孕性温存に関する情報提供に困難さを感じる

ことが多く、結果として患者や家族に対して充分に妊孕性温存の情報が提供されない

原因の一つとなっている。情報提供に困難さを感じる要因は様々であるが、医療者の

知識不足や情報提供資材の不備などが挙げられる。そこで本研究班の【研究③】小児・

思春期のがん患者とその親に対する妊孕性温存の情報提供とインフォームドアセント

のあり方に関する調査研究では、小児・思春期がん患者に対する妊孕性温存の領域で

先進的な医療を提供している欧米施設を、訪問し視察による現状調査を行った。さら

に、小児・思春期がん患者を扱う米国の医療者の意識調査を計画し、本邦における小

児・思春期がん患者への妊孕性に関する情報提供システムの構築を試みた。具体的に

は、小児・思春期世代がん患者に対する妊孕性療法の支援体制構築を志向して、小児

血液・がんを専門とする医師の情報提供に関する現状を把握し、先行する海外の支援

体制を参考にそのあり方を提案する目的で研究を進めた。研究期間内に、小児・思春

期世代がん患者に対する妊孕性温存に関する動画を作成（日本版）し、本動画を用い

た本邦の小児血液・がん領域を専門とする医師に対する意識調査を計画した。さらに、

本邦における小児・思春期世代がん患者とその親に対する妊孕性温存の情報提供とイ

ンフォームドアセントのあり方に関する調査研究を行った。欧米の小児医療施設では、

医療者のみならず研究者なども含めた多職種による妊孕性温存の体制が構築されてお

り、様々な職種が患者に関わることによって、きめ細やかな医療および研究が実施さ

れていた。また、視察の際に研究者らが受けたプログラムも非常に質の高いものであ

り、成熟した医療教育体制の一端が伺われた。情報提供に関しては、動画やインフォ

ームドアセントフォームが完成しており、その運用方法も確立されていた。本邦にお

いて、このような質の高い小児・思春期のがん患者に対する妊孕性温存を実践してゆ

くためには、情報提供体制の整備のみならず、医療者や社会全体に対する妊孕性の問

題の啓発と、教育を基盤とした人材育成が必要であると考えられた。 

以下に、小児・AYA 世代がん患者に対する妊孕性温存に関する情報を提供する際に、

今後解決すべき課題を提言として記す。 

【１】人材育成：ファーストコンタクトならびにその後も小児・思春期世代がん患者



65 
 

と家族に寄り添って、がん・生殖医療の意思決定を支援する人材育成（Patient 

Navigator、Nurse Practitioner、心理士など）が急務である。 

【２】妊孕性温存に関するインフォームドアセント／インフォームドコンセントの確

立：がん・生殖医療の意思決定を支援するための、本邦独自のインフォームドアセン

ト／インフォームドコンセントの資材の作成と、その啓発活動が急務である。 

【３】小児・思春期世代がん患者を対象としたがん・生殖医療の啓発：小児血液・が

んを専門とする医師に対するさらなるがん・生殖医療の啓発と、生殖医療を専門とす

る医師との密ながん・生殖医療連携体制の構築が急務である。 

 

研究分担者 

高江正道（聖マリアンナ医科大学 産婦人科学） 

 小泉智恵（獨協医科大学埼玉医療センター・リプロダクションセンター） 

 

研究協力者 

遠藤拓（聖マリアンナ医科大学 産婦人科学） 

白石絵莉子（聖マリアンナ医科大学 産婦人科学） 

中村健太郎（聖マリアンナ医科大学 産婦人科学） 

 岩端由里子（聖マリアンナ医科大学 産婦人科学） 

 岩端秀之（聖マリアンナ医科大学 産婦人科学） 

 

Ａ．研究目的 

 米国では、米国臨床腫瘍学会など主要

な学会によって『全ての生殖可能年齢のが

ん患者に対して、原疾患の治療を行う前に

妊孕性に関する問題を話し、生殖医療の専

門家に紹介すること』が推奨され、本邦の

妊孕性温存に関するガイドライン（日本癌

治療学会編 2017）でも迅速な妊孕性温存に

関する情報提供が推奨されている。しかし

ながら、実際には全ての医療者が妊孕能に

関して必ずしも情報提供を行っているわけ

ではなく、特に小児・思春期がん患者に対

する妊孕性の情報提供において、その傾向

は顕著である。その結果、小児がん患者に

おいて半数以下の症例でしか妊孕性に関す

る説明がされておらず、患者自身も妊孕能

の低下について気付いていないケースが多

数存在することを指摘されている(Schover

 et al, J Clin Oncol 2002. Zebrack et 

al, Psychooncology 2004. Letourneau et

 al, Cancer 2012.)。このような情報提供

の問題が起こる原因として、妊孕能温存治

療に関する医療者の知識不足、ガイドライ

ンの有無、情報提供を行うための資材の不

備、悪性腫瘍の治療を担当する医師の認識

不足や医師の中での優先順位、診療時間の

問題、家族や両親が患者への情報提供を制

限してしまう場合があること、原疾患の担

当医が小児・思春期がん患者に対して両親

や家族が同伴のもとで妊孕性について話す

ことに困難を感じることなどが推測されて

おり、説明資材やチェックリストなどを含

めたオンラインソースの普及、情報提供の

トレーニングなどの必要性が望まれている

(Rosendahl et al, Reprod Biomed Online,

 2011. Ussher et al, Eur J Cancer Care
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 2016. Vindrola-Padros et al, Psychoon

cology, 2016. Krouwel et al, Eur J Can

cer Care, 2016.)。 

本研究では、小児・思春期世代がん患者

に対する妊孕性温存療法の支援体制構築を

志向して、小児血液・がんを専門とする医

師の情報提供に関する現状を把握し、先行

する海外の支援体制を参考にそのあり方を

提案する目的として研究を進めた。 

 

Ｂ．研究方法 

① 先進的な妊孕性温存を実践している施

設への訪問視察（米国）：本領域で先進的な

試みを実践している施設である、米国のシ

ンシナティ小児病院（2018 年 1 月 8 日-1

月 10 日）およびアン&ロバート H. ルーリ

ー・シカゴ小児病院（2018 年 1 月 12 日）

を訪問し、それぞれの施設で行われている、

小児・思春期がん患者に対する妊孕性に関

する情報提供のあり方について実態調査を

行った。また、実際にそれらの試みに携わ

る医療スタッフとのディスカッションを行

い、本邦との相違点および共通点を抽出し

た。なお本調査にあたり、両施設ともに事

前に申し込みを行い、それぞれの施設が準

備したプログラムに則ったレクチャーおよ

びディスカッションに参加した。 

② 先進的な妊孕性温存を実践している施

設への訪問視察（欧州）：ドイツ語圏で 2006

年に設立された FertiPROTEKT の責任者の

一人である、Michael vonWolff 博士をスイ

スに尋ね、vonWolff 博士の協力のもと、本

領域で先進的な試みを実践している施設で

ある、欧州のスイス・ベルン大学（2019 年

2 月 12 日）、スイス・バーゼル大学（2019

年 2月 13 日）、ドイツ・ボン大学（2019 年

2 月 14 日）、そしてドイツ・フランクフル

ト大学（2019 年 2月 15 日）を訪問し、そ

れぞれの施設で行われている、小児・AYA

世代がん患者に対するがん・生殖医療の現

状と、患者とその家族に関する情報提供の

あり方について実態調査を行った。 

③ 本邦における小児・思春期世代がん患

者とその親に対する妊孕性温存の情報提供

とインフォームドアセントのあり方に関す

る調査研究：本領域が先進的である米国の

小児腫瘍医の妊孕性温存に関する意識調査

を行い、本邦の小児腫瘍医との相違を検証

するため、日米両国における小児腫瘍医を

対象として、全 25問（約 15分）のオンラ

インアンケートを作成した。アンケートの

内容は、小児・思春期がん患者に対するが

ん告知、がん治療による性腺機能低下や妊

孕性喪失のリスクについての情報提供に関

する実態を把握するものである；米国の医

師向けの実態調査「Physician-Patient 

Communication: Assessing physician 

strategies for informing children and 

adolescents about their cancer diagnosis 

and the risk of gonadal dysfunction 」

（IRB 承認番号：STU00206253）を作成した。

なお、本実態調査は米国・ノースウエスタ

ン大学の Teresa Woodruff 博士および、ア

ン&ロバート H. ルーリー・シカゴ小児病院

の小児腫瘍医である Erin Rowell 博士、Amy 

L Walz 博士らとの共同研究となる。 

日本側は、聖マリアンナ医科大学で承認

（IRB 承認番号 第 3823 号）を得た後、日

本小児血液・がん学会の理事会にて承諾（日

本小児血液・がん学会：細井創理事長に上

申し、理事会にて承認を得た）を得て、日

本小児血液・がん学会会員に対して実態調

査「医師−患者コミュニケーション：小児・

思春期患者に対するがん告知、がん治療に

よる性腺機能不全のリスク、将来不妊症に

なる可能性を伝える際の実態調査」を行っ

た。調査内容としては、「がん告知」、「がん

治療による性腺機能不全、将来不妊症にな
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る可能性」に関する 25問の質問に対して、

参加者のパソコンまたは携帯からアクセス

できるオンラインアンケートとした（約 15

分程度）。なお、小児・思春期がん患者の対

象年齢は 7〜17 歳とし、質問中では 7〜9

歳（小学年低学年・思春期前）、10〜14 歳

（小学生高学年〜中学生・思春期発来時期）、

15〜17 歳（高校生・思春期）と年齢層別に

分けた。 

④ 小児・思春期世代がん患者に対する妊

孕性温存に関する動画作成（日本版）：欧米

視察の結果から、「小児・思春期世代ががん

患者ならびにその家族に対するインフォー

ムドアセントやインフォームドコンセント

の実施マニュアル」を作成するには時期尚

早であると考えた。そこで、「本邦における

小児・思春期世代がん患者とその親に対す

る妊孕性温存の情報提供とインフォームド

アセントのあり方に関する調査研究」の成

果を得た後に、実施マニュアルを作成すべ

きであると判断した。以下に、小児・思春

期世代がん患者に対する妊孕性温存に関す

る動画作成（日本版）に到る経緯を示す。

米国・ノースウエスタン大学大学の Teresa 

Woodruff 博士、 Ellen Wartella 博士らに

よって製作された「New You ビデオ」は、

10〜14 歳を対象とした性に関する基礎知

識の構築を目的としたアニメーションであ

る。これは「思春期について」、「体の変化

について」、「月経について」の３編で構成

されている。本動画を翻訳した「New You

ビデオ（日本語版）」を作成した。しかしな

がら、本動画は米国の小児を対象としてい

るため、文化的・倫理的観点から本邦の小

児への妥当性を検証する必要性があると考

えた。まずは、米国の病院で用いられてい

る素晴らしいできばえの動画をそのまま翻

訳して利用することを考え、米国のノース

ウェスタン大学（Teresa Woodruff 博士：

米国 Oncofertility Consortium 代表）で作

成された妊孕性温存療法に関するアニメ

（New You ビデオではなく）の日本語版も

作成し、小児がん患者に対するがん病名告

知、がん治療による性腺機能不全と将来不

妊症となるリスクのインフォームド・コン

セントに関する実態調査を聖マリアンナ医

科大学生命倫理委員会に申請し平成 30 年

10 月に承認（IRB 承認番号 第 4123 号）を

得て試験を開始した。現在 2例症例の参加

があった。対象疾患が少ないことから、現

状 2例の参加であるが、引き続き研究を進

めていく。我々は、アニメなどを用いずに、

チームとしてではなく受け持ち医師のみで

インフォームドアセントならびにインフォ

ードコンセントを行ってきた実臨床の経験

を学術集会にて報告した。その報告の要約

を以下に記す；小児・思春期がん患者に対

する妊孕性温存のインフォームドアセント

の際に行っている当院の情報提供の工夫に

ついて概説しその有効性を検討した。本調

査では、2015 年 11 月から 2018 年 8 月まで

の間に当院にて卵巣組織凍結保存を施行し

た小児・思春期世代がん患者 17名を対象に

した。2018 年 4月以前に「インフォームド

アセントを口頭でのみ行なった群：7名(平

均年齢 12.9 歳±1.7SD)」と、2018 年 4 月

以降に「若手女性医師を含む 3-4 名で構成

されたがん・生殖医療チームで卵巣組織凍

結保存の説明の動画や説明用紙にキャラク

ターを描いて説明した群：10 名(平均年齢

11.9 歳±3.4SD)」に分けて、診療録から後

方視的にその理解度について検討した。本

調査の結果、後半の群では、8 歳や 9 歳の

患者でも良好な理解を得ることができたこ

とから、卵巣組織凍結保存の説明の動画や

キャラクターを描いて説明することで、小

児・思春期世代のがん患者においても、よ

り良い理解を得ることができる可能性が考
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えられた。しかしながら、理解度のレベル

は年齢によって異なるため、年齢毎に適し

た複数のパターンの説明動画が必要であり、

理解レベルを客観的に評価する指標が必要

であると考えられた。以上より、本邦にお

ける資材（特に動画）の作成の必要性を強

く考え、数社の動画作成会社と交渉した結

果、HOTZIPANG 社を動画作成依頼会社とし

て選定し、動画 2本（幼少期編、思春期編）

の作成に着手した。動画作成後、これらの

動画を小児・血液がんを専門とする医師の

評価を確認する目的で、『妊孕性温存療法の

説明動画に関する意見調査』に関する研究

を立案した。 

⑤日米の性教育の違いに関する調査：日本

における性教育に関しては、日本の公立小

学校および中学校教員に、日本の小・中学

性の各学年における性教育の内容と実践方

法の点についてインタビューを行った。米

国に関しては、2018 年 1 月の米国・アン&

ロバート H. ルーリー・シカゴ小児病院の

視察や、米国・ノースウエスタン大学大学

の医学生数名に聞き取り調査を行い、米国

の性教育の現状を聞き取り調査した。日米

の相違点を把握することで、意思決定ツー

ル作成の際に参考にする。 

 

Ｃ．研究結果 

① 先進的な妊孕性温存を実践している施

設への訪問視察（米国）：合計 4日間の視

察を通して、小児・思春期のがん患者に対

する、先進的な妊孕性温存の実施体制を学

ぶことができた。シンシナティ小児病院視

察によって、先進的に本領域を牽引してい

る米国の施設における、素晴らしい取り組

みやその中でも課題や問題点が明らかにな

った。シンシナティ小児病院においても、

がん・生殖医療における障壁は、医療者側

と患者側の双方にあり、患者側においては

緊急性、費用、情報不足が、また医療者側

においては相談のタイミング、多診療科チ

ームであることが示された。シンシナティ

小児病院では、2009 年から妊孕性温存治療

の取り組みが開始された。2013 年から組織

化され、Patient Navigator（がん医療経験

のある看護師・オリビア・フレイズ看護師）

１名を設置し、コンサルトノートの作成を

開始し、2014 年からスタッフ教育の取り組

みを開始している。小児・思春期世代がん

患者がシンシナティ小児病院を受診した際

に、まず Patient Navigator が患者・家族

に会い、彼らに You Tube の動画（がん治療

と妊孕性喪失に関して、ならびに妊孕性温

存療法に関する内容の動画）を視聴して貰

い、さらに紙ベースの資材を用いてがん・

生殖医療に関する情報提供を行っている。

患者が詳細な相談と診療を希望する場合は、

Patient Navigator がその旨を腫瘍医に伝

え、妊孕性温存に向けた診察を小児婦人科

医、もしくは小児泌尿器科医に依頼し、さ

らにリサーチコーディネーターにも連絡す

る。なお、Patient Navigator が関係各科

の情報を集約する重要な役割を有している。

なお、妊孕性温存に関する同意取得方法は

年齢（それに合う理解度）に合わせて行わ

れていた。一般に、18 歳以上は署名を必要

とし、11 歳～15歳は、簡略化された書類を

用いてインフォームド・アセントを取得し

ている。なお、10 歳未満 7歳以上は理解度

に依存するが、チェックボックス式の同意

書を使用していた。また、18 歳未満は保護

者用の書類にもサインを必要としていた。

次に、アン&ロバート H. ルーリー・シカゴ

小児病院の視察結果を以下に記す。診療の

フローチャートとしては、まず Primary 

Service が コンサルトし、診療科間のコー

ディネートを進め、インフォームドコンセ

ントおよびアセントを取得した後に保険の
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確認を行い、適合していれば予約に至る運

用となっていた。なお、ファーストコンタ

クトは腫瘍を専門とする看護師が行い、ス

ケジュールの調整を行っていた。また、イ

ンフォームド・アセントは 12 歳以上から

取得するシステムとなっている。まず、患

児に妊孕性の話をする際、「大きくなった

ら何になりたいか?」をたずねることで、「お

母さんになりたい」という話が出てきた場

合、これをきっかけに妊孕性に関する情報

提供に進むことになるという。その後、看

護師が、患者の様子や多職種から得た情報

を用いてアセスメントをする（尺度はなく

印象評定をしている）。アセスメント項目

は、認知、言語、健康リテラシー、ストレ

スレベル、養育スタイルである。アセスメ

ントをするために、30分-2 時間かけて多職

種と議論している。日本では患者に対し医

師が主導的に関わり治療方針を決定するが、

米国では各職種が多方面から関与するシス

テムが構築されていることが述べられた。

ただし、このシステムにも州や施設によっ

ての違いがあり、均一ではないと述べてい

た。一方、インフォームドコンセントにお

いても、強制ではないこと、拒否する権利

があること、補償について、個人情報の保

護、未成年者といえども独立した存在であ

ることが伝えられている。さらに、インフ

ォームドアセントは親へのインフォームド

コンセントとセットになっていて、アセン

トでは、妊孕性温存療法を受けない権利が

あるということも伝えている。なお、担当

職種としては、教育や相談に関しては、看

護師、上級看護師（Advanced Practice 

Nursing）そして医師が担当し、妊孕性温存

に関する実際のインフォームドコンセント

およびアセントは、上級看護師や医師が担

当している。 

② 先進的な妊孕性温存を実践している施

設への訪問視察（欧州）：FertiPROTEKT へ

の参加は施設単位で加入入するものであり、

施設もしくは企業からの会費で運営されて

いる。なお、欧州でも、卵巣組織凍結保存

の主な対象が小児から思春期女性世代に移

行してきており、成人に対する OTC は減少

傾向にあった。近年、日本の現状も同様の

傾向が認められている。ボン大学の Andrea 

Hocke 博士は、相談の場所を患者に提供す

ることが大切であり、一緒に問題を共有す

ることの重要性を述べていた。実際の医療

現場では、最初のカウンセリングには 1時

間～1時間半を要し、その後、1-2 日後に再

診とし、検討事項や質問などを自宅で整理

してから再診することになっている。現状

の人員では、3-4 人/１週間が上限であると

いう。一方、フランクフルト大学において

も、造血細胞移植を予定されている患児へ

の妊孕性温存が重要視されていた。そのた

め、がん診療医・生殖医療医・外科医・心

理士のチームがサポートしていて、患者の

性成熟の程度にあわせたカウンセリングを

行っているが、限られた時間内で十分な情

報を提供する困難性があるとのことであっ

た。原則、妊孕性低下や喪失のリスクを有

する全ての患児に対して妊孕性に関する情

報提供をしている。その結果、5～15 歳の

患者のうち 80%が卵巣組織凍結を受けてい

た（2015 年～2018 年で 29 症例）。フランク

フルト大学において、卵巣組織凍結に関す

る情報提供資材の有無とカウンセリングに

関して小児用の資材を用いて説明していた。

また、カウンセリングについては本邦と同

様に、医療行為の解説のみならず、将来の

不安や関心事など多岐にわたる事項のカウ

ンセリングを行っていた。 

③ 本邦における小児・思春期世代がん患

者とその親に対する妊孕性温存の情報提供

とインフォームドアセントのあり方に関す
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る調査研究：実態調査を行うに際して、日

本では基本的に小児科は中学 3年生までを

診療するため、15〜17 歳の患者を診察しな

い医師も多いが、米国では 15歳以上も小児

科医が診察することもあるため、現状調査

の対象年齢を 7～17歳に設定した。 

聖マリアンナ医科大学と米国ノースウエ

スタン大学（Teresa Woodruff 博士：米国

Oncofertility Consortium 代表）との共同

研究を計画し、調査を実施する。日本側は、

聖マリアンナ医科大学で承認（IRB 承認番

号 第 3823 号）を得た後、日本小児血液・

がん学会の理事会にて承諾（日本小児血

液・がん学会：細井創理事長に上申し、理

事会にて承認を得た）を得て、日本小児血

液・がん学会会員に対して実態調査を開始

した。令和 1年 7月 23 日から 11 月 30 日ま

で調査を実施した結果、回答人数は 325 名

でその内 315 名が調査への参加に同意した。

以下に、「医師−患者コミュニケーション：

小児・思春期患者に対するがん告知、がん

治療による性腺機能不全のリスク、将来不

妊症になる可能性を伝える際の実態調査」

の結果を示す。5 年以上がん治療に携わった

259 人の参加者（82.2％）の回答を解析した。

思春期前の患者（7-9 歳）に対して、患者にが

んの診断を直接伝える医師は 75％、性腺機

能不全/将来の不妊のリスクを伝える医師は

10％であった。小児患者に対して将来の妊孕

性に関する話をする際に影響を受ける因子は、

子どもの年齢、性別、親の要望、医師の情報

不足などであった。思春期発来期(10-14 歳）

に対して、患者にがんの診断を直接伝える医

師が 99％、性腺機能不全/将来の不妊のリス

クを直接小児患者に伝える医師は 40％であ

った。思春期の患者（15-17 歳）に対して、患

者にがんの診断を直接伝える医師が 99％、

性腺機能不全/将来の不妊のリスクを直接小

児患者に伝える医師は75％であった。生殖医

療の専門家が不足しているため、自施設内に

患者を紹介していない患者は 41.2％であった。

また、回答者の90％以上が、将来の妊孕性に

関するディスカッションのための教育資料があ

った方が良いと感じていることがわかった。つ

まり、医師は、思春期前の子どもと将来の不妊

症などの問題について直接情報提供をする

際に困難さを感じているということが明らかとな

った。 

一方、米国側はノースウエスタン大学で

調査を行い、既に研究期間中に結果を得て

いる予定であったが、米国との対応二時間

がかかってしまい、2019 年 11 月にシカゴ

で開催された Ocnoferttility Consortium

にて共同研究者である Teresa Woodruff 博

士と再度議論を進めた結果、米国血液がん

学会（APHO）に本調査を依頼する方針に変

更した。なお、現在 APHO の会員である、

Ksenya Shliakhtsitsava 博 士 （ Dedman 

Family Scholar in Clinical 

Care , Assistant Professor of 

Pediatrics, Pediatric 

Hematology/Oncology, University of 

Texas Southwestern )を通じて、APHOのweb 

site 上に本調査をアップロードして、本格

的に本調査を行う予定であったが、2020 年

２月以降の COVID-19 パンデミックから、本

実態調査を研究期間内に終えることができ

ない状況になってしまった。研究期間は終

了したが、COVID-19 パンデミックの現状が

落ち着き次第、APHO 所属の米国の専門医師

の実態調査を再開し、本邦のデータと比較

することで、政策提言に繋がる研究成果を

得ることができると確信している。 

④ 小児・思春期世代がん患者に対する妊

孕性温存に関する動画作成（日本版）：2015

年 11 月から 2018 年 8 月までの間に当院に

て卵巣組織凍結保存を施行した小児・思春

期世代がん患者 17 名を対象にした一般診
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療内容を比較検討した結果、2018 年 4 月以

前に「インフォームドアセントを口頭での

み行なった群：7 名(平均年齢 12.9 歳±

1.7SD)」と、2018 年 4月以降に「若手女性

医師を含む 3-4 名で構成されたがん・生殖

医療チームで卵巣組織凍結保存の説明の動

画や説明用紙にキャラクターを描いて説明

した群：10 名(平均年齢 11.9 歳±3.4SD)」

で、後半の群において、8 歳や 9 歳の患者

でも良好な理解を得ることができた。以上

より、卵巣組織凍結保存の説明の動画やキ

ャラクターを描いて説明することで、小

児・思春期世代のがん患者においても、よ

り良い理解を得ることができる可能性が考

えられた。しかしながら、理解度のレベル

は年齢によって異なるため、年齢毎に適し

た複数のパターンの説明動画が必要であり、

理解レベルを客観的に評価する指標が必要

であると考えられた。以上から、本邦にお

ける資材（特に動画）の作成の必要性を強

く考え、数社の動画作成会社と交渉した結

果、HOTZIPANG 社を動画作成依頼会社とし

て選定し、動画 2本（幼少期編、思春期編）

の作成に着手した。幼少期編としては、イ

ンフォームドアセント取得を目指した卵巣

組織凍結に関する動画を作成した。また、

思春期編としては、インフォームドアセン

トからコンセント取得を目指した、小児・

AYA 世代がん患者を対象とした妊孕性温存

療法（精子凍結、卵子凍結、受精卵凍結、

卵巣組織凍結）に関する動画を完成させた。

動画作成後、これらの動画を小児・血液が

んを専門とする医師の評価を確認する目的

で、『妊孕性温存療法の説明動画に関する意

見調査』に関する研究を立案した（資料 5：

妊孕性温存療法の説明動画に関する意見調

査）。 

⑤日米の性教育の違いに関する調査：米国

における性教育は、州によって異なり、国

全体で統一されていない。そのため、性教

育を受けた児童と受けていない児童におい

て、性に対する理解度の差が大きいことが

示された。また日本の性教育は、文部科学

省の学習指導要領に沿って小中高の保健体

育の授業の一環として行われているため、

一定の教育レベルは保たれているが、親世

代とのギャップが大きく、親世代では子ど

もへの性に関する情報提供を拒む傾向が認

められた。 

 

Ｄ．考察 

① 先進的な妊孕性温存を実践している施

設への訪問視察（米国）：今回訪問した両

施設と本邦における妊孕性温存治療を比較

した場合、医学的側面においては特に大き

な相違点は認められなかった。しかしなが

ら、両施設ともに小児・思春期のがん患者

を対象とした施設であるため、特に若年の

患者（乳児など）に対しても積極的に妊孕

性温存治療を行っていることが印象的であ

った。そのため、精巣組織凍結などの、こ

れまで妊娠例の報告がない極めて試験的な

治療法にも取り組んでいることが医学的な

面での本邦との大きな相違点と考えられた。

さらにシンシナティ小児病院では小児の婦

人科疾患を専門に扱う小児婦人科医が卵巣

組織凍結を担当しており、小児病院である

にも関わらず、安全に婦人科手術を遂行し

得る体制が整っていた。一方でアン&ロバー

ト H. ルーリー・シカゴ小児病院では、小

児外科医が卵巣組織凍結を実施していたが、

いずれにしても本邦の医師の研修システム

では小児外科領域と生殖内分泌領域を同時

に修得することは困難であり、米国の医師

修練体制も妊孕性温存の積極的な実施に寄

与していると考えられた。なお、これらを

可能とするためには妊孕性温存に関する情

報提供体制の確立が不可欠であり、両施設
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ともに様々な工夫ならびに確立された情報

提供方法が用いられていた。特に多職種が

積極的に妊孕性の問題に関わることにより、

重厚かつきめ細やかな医療を実現するだけ

でなく、併行して臨床および基礎研究が円

滑に展開されていた。また、これらをコン

トロールする役割として、シンシナティ小

児病院では Patient Navigator（元腫瘍領

域の看護師）が配置されており、ファース

トコンタクトとしての情報提供、意思決定

を共有支援するなど極めて重要な役割を担

っていた。さらに最も感銘を受けたことと

して、両施設ともに我々のような見学者に

対して系統的なプログラムやディスカッシ

ョンの機会を随時提供していることが挙げ

られ、質の高い医療教育体制の一端が伺わ

れた。シンシナティ小児病院では、さらに

ソーシャルワーカー（心理療法ができる、

心理的危機対応者）18人、心理士（より専

門的な心理療法や保険、投薬ができる者）6

人、チャイルド・ライフ・スペシャリスト

（処置、手術前に人形を使って患者教育、

患児と兄弟への心理教育）10 人、院内学校

教師 5人、統合医療専門家（マッサージ師）

3人、学校介在専門家 10人、音楽療法士 1

人、宗教カウンセリング担当チャプレン 3

人がおり、極めて充実している。本領域に

携わる人材の参画が極めて重要であること

が認識できた。一方、アン&ロバート H. ル

ーリー・シカゴ小児病院における妊孕性温

存に関与する看護師の役割は、日本とは大

きく異なり、Nurse Practitioner がファー

ストコンタクトやコーディネートなどに関

わっていた。なお、Nurse Practitioner は

診断、公的医療保険制度 Medicaid、情報提

供カウンセリングなどが実施可能な職種と

なっている。妊孕性温存に関わる診療に特

価せず、がん一般の診療におけるファース

トコンタクトやコーディネイトに関わる

Nurse Practitioner の存在は、患者とその

家族にとって大きく、本邦における

Patient Navigator、Nurse Practitioner

そして心理士の本領域への参画を促進する

方略の検討が急務であると感じた。また、

「子どもの理解力は 9歳と 10歳で異なる」

という先行研究が紹介され、インフォーム

ド・アセントを取得する際に参考になる知

見と考えられた(Kodish, JAMA, 2004. 

Johnson Cancer 2015）。 

② 先進的な妊孕性温存を実践している施

設への訪問視察（欧州）：Ferti Protekt の

代表である vonWolff 博士の厚意により、ベ

ルン大学、バーゼル大学、ボン大学、フラ

ンクフルト大学において妊孕性温存療法に

関する貴重な視察を行うことができた。特

に研究者らは小児妊孕性温存療法、卵巣組

織凍結・移植、心理支援体制（多職種連携）、

養子縁組制度の普及について、妊孕性温存

先進国であるスイスとドイツの現状を知る

ことができた。わが国と比較した場合、科

学や医療技術の点では大差はないものと思

われたが、ドイツ語圏では卵巣組織のバン

ク化を推進しているため、自動的に医療ネ

ットワークの強化が進んでいる印象であっ

た。さらに、ネットワーク同士がより大き

なネットワークを形成して、機能している

という点が印象的であった。ドイツ中央部

には 250 を超えるがん治療施設があり、そ

れらすべてとネットワークが形成できてい

ることは刮目に値する。しかしながら、特

に小児に関する性や妊孕性に関する情報提

供やカウンセリング、妊孕性温存療法の実

施に関しては、まだ十分とはいえず、わが

国と同様に情報提供の困難さがあることが

示唆された。また、バーゼル大学病院で開

発されたオンラインの意思決定支援ツール

である FERTIONCO 

(https://www.fertionco.ch/de/home/) は、
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選択肢の中には養子縁組などもあり、多岐

にわたる選択肢から患者にとって最適なも

のを選択するためのツールであり、その有

用性が実証されていることから、本邦にお

けるがん・生殖医療の臨床現場における意

思決定支援ツール作成の重要性が感じられ

た。一方、ボン大学においては、日々の医

師の仕事量は多いため、患者と妊孕性温存

の情報に関して話す時間を確保することが

困難であることから、医師と患者の話し合

いの際に心理士が立ち会い、医師から伝え

られた内容で理解不十分な点を心理士が再

度患者にかみ砕いて説明し、通訳の役割も

しているということから、心理職の本領域

への参画の重要性が明らかになった。なお、

ドイツでは心理士に対しても医療費が支払

われているという。 

③ 本邦における小児・思春期世代がん患

者とその親に対する妊孕性温存の情報提供

とインフォームドアセントのあり方に関す

る調査研究：これまでに、がん告知におけ

る日米間の比較に関する先行研究は存在し

たが（Saiki-Craighill, S. et al, 小児が

ん 2005)、妊孕性温存の情報提供の実態に

関する日米間の比較は検証されていなかっ

た。米国小児学会では、医師が 7〜14 歳の

子どもに対してアセントを得ること、また

15 歳以上にはインフォームドコンセント

を得ることを勧めていることから、米国で

は小児患者本人に対してもがん告知を行う

べきであるとの考えが浸透している。また

米国臨床腫瘍学会のガイドラインにおいて

も、がんと診断された後、治療による性線

機能不全や妊孕性喪失のリスクの説明と妊

孕性温存療法に関する情報提供を行うべき

であると推奨されているため、小児・思春

期がん患者への情報提供体制の構築も発展

していることが予想される。本実態調査を

通して、日米間の比較を行うことで、本邦

における情報提供体制の課題を見出し、改

善することが可能であると考えられる。 

「医師−患者コミュニケーション：小児・思

春期患者に対するがん告知、がん治療によ

る性腺機能不全のリスク、将来不妊症にな

る可能性を伝える際の実態調査」の結果か

ら、本邦における小児・思春期がん患者と将

来の妊孕生に関してコミュニケーションをとる

際の障壁を打破するための解決策として、情

報提供の重要性に関する医師の意識を高め、

教育資材を開発するだけでなく、生殖を専門

とする医師へのコンサルテーション体制およ

び協力システムを構築することであると考えら

れた。 

④ 小児・思春期世代がん患者に対する妊

孕性温存に関する動画作成（日本版）：米

国で検証された本動画の効果に関する研究

では、動画を鑑賞した小児群は動画を鑑賞

していない小児群と比較して有意に性に関

する知識の上昇を認めたことから、本動画

は性の知識の教育に効果的な動画であるこ

とが示唆されている(Lisa B. Hurwitz. et 

al, J Early Adolesc. 2017)。しかし本動

画には、妊孕性温存に関する情報は含まれ

ていないため、今後は性に関する知識の教

育に加えて、妊孕性温存の理解を深める内

容を含む本研究で作成した 2つの動画を全

国の小児がん拠点病院に啓発し、小児・思

春期世代がん患者に対する妊孕性温存に関

する意思決定支援の充実が期待される。 

 

⑤日米の性教育の違いに関する調査：アン&

ロバート H. ルーリー・シカゴ小児病院に

おける性教育のシステムが日本と全く異な

っており、米国では、6歳から“親になる”

という教育を受ける。また、約 12 歳で教育

として親と性について話す機会が設けられ

るている事実から、文化の違いとはいえ、

小児・思春期世代がん患者のサバイバーシ
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ップ向上を目指すためには、本邦における

性教育の実際を十分に理解したうえで、本

邦における小児・思春期世代がん患者に対

するインフォームドアセントやコンセント

のあり方を考えていく必要性が実感された。 

 

Ｅ．結論 

欧米の小児医療施設では、医療者のみな

らず研究者なども含めた多職種による妊孕

性温存の体制が構築されており、様々な職

種が患者に関わることによって、きめ細や

かな医療および研究が実施されていた。ま

た、視察の際に研究者らが受けたプログラ

ムも非常に質の高いものであり、成熟した

医療教育体制の一端が伺われた。情報提供

に関しては、動画やインフォームド・アセ

ントフォームが完成しており、その運用方

法も確立されていた。本邦において、この

ような質の高い小児・思春期のがん患者に

対する妊孕性温存を実践してゆくためには、

情報提供体制の整備のみならず、医療者や

社会全体に対する妊孕性の問題の啓発と、

教育を基盤とした人材育成が必要であると

考えられた。また、本研究の結果、先行す

る海外の支援体制を参考に、インフォーム

ドアセントとインフォームドコンセントに

用いる本邦向けの動画を作成することがで

きた。今後、本動画のさらなる評価を目途

とした意識調査が急務となる（早急に意識

調査を継続し、成果をまとめる予定である）。

さらに、本邦における小児血液・がん領域

を専門とする医師を対象とした実態調査の

結果、小児・思春期世代がん患者に対する

がん治療開始前の妊孕性温存に関する情報

提供とその支援体制構築に向けた問題点と

課題が明らかになった。 

小児がん医療の実態調査の成果を踏まえ

て、本邦の小児がん拠点病院の特徴を活か

した拠点病院同士の連携体制や、妊孕性温

存の診療を提供する産婦人科施設と小児が

ん拠点病院との適切な医療連携モデルを構

築する。その際には、本邦ですでに本医療

連携が先進的に進められている三重大学の

三重モデルを参考に、本研究班の二つの成

果（実態調査の結果と動画の成果物）を利

用しつつ、全国展開を目指す（すでに国立

成育医療研究センターがんセンター長 松

本公一先生に打診済み）。 

 

Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記入 

 

Ｇ．研究発表 

総括研究報告書にまとめて記入 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

１．特許取得 
なし 

 

２．実用新案 
なし 

 

３．その他 
なし 
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凍結精子動画 
 

   

   

 

   

 

   



 

 

 

がんと告げられて 

 乳がんと告げられてショックを受けたり不安になることは、誰に

とっても当然のことです。下図はがんとわかってからの一般的な心

の変化をあらわしたものです。 

 多くの方は、今はまだ、色々と考えることは難しい状況だと考え

られます。 

 しかし、治療を始める前の今、知識を得たり自分なりに考えたり

しておくことで、がんとの闘いが終わった後の自分の幸せに役立つ

ことがあります。 

医療スǿッフと一緒に考えていきましょう 

 がん治療の生活への影響 

 

1. 仕事のこと 

 これから治療が開始するにあたって、今の仕事をどうしたら良い

のか分からず不安という方や、誰に何を聞いて判断したら良いのか

分からず困っているという方もいらっしゃいます。そんなときはま

ず・・・ 

1）主治医に今後のおおよその治療の流れについて確認 

２）職場の就労規則や福祉厚生制度を確認 

  （人事・総務担当に聞いてみるのも良い方法です） 

 

 

 

 
 
 

 

 

 すぐに仕事を辞めなくてはいけないわけではありません。 

将来的な働き方・生活も含め、今自分がどの選択をするとベストな

のかを焦らず考えていくことが大切です。 

定期的な通院や手術が必

要になりました。休職や

欠勤について、利用で

きる制度があったら教

えてください。 

受診の頻度やかかる時
間、決まっている予定
について教えてくだ

さい。 

2. 身体のこと 

 抗がん剤やホルモン療法、放射線療法などの副作用として、心身

の不調が現れたりすることがあります。調子が悪いときは、焦ら

ず、ゆっくり、無理をせず、日常としての毎日を過ごすことが大切

です。  

 

3. 外見のこと 

 乳房手術では、自分の身体のイメージが変わってしまうことに苦

痛を覚えたり、喪失感を感じる方も少なくありません。本来あるべ

きものがなくなってしまう、変わってしまう、ということをつらく

感じのは当然のことです。 

 手術の形式について自分はどのような選択肢があるのか、また、

乳房再建術についてなど、気になっていることは乳がんの主治医に

確認していくようにしましょう。 

 

4. 妊孕性
にんようせい

のこと 

 がんが見つかり、手術・抗がん剤・放射線療法などの治療の進歩

や診断技術の進歩により、以前よりもがんを克服することができる

ようになってきました。 

 しかし、若年女性の患者さんは、治療の影響で卵子の数が減少

し、通常よりも早く閉経することや、赤ちゃんを授かれない状況に

なることがあります。 

 

＊妊孕性
にんようせい

とは、妊娠する力や妊娠のしやすさのことです。 
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① 卵子は新たにその数は増えないという事実 

 あなたがお母さんのお腹にいたころ（胎児のころ）に、あなた

の一生分の卵子は作られます。 

 そして、生まれたあと、歳を重ねるごとに徐々に卵子の数が減

り、35歳ごろには、生まれたときに存在した数の約1/10に減少

します。つまり、卵子の数は生まれたあと、増えることはありま

せん。 

 具体的には、35歳を過ぎたころには、卵子の質も低下する（＝

卵子が老化する）ため、妊娠しづらく、40歳を超えるにつれて、

流産しやすくなります。 

 30歳 自然妊娠率 25% 

 40歳 自然妊娠率 5% と言われています。  

 

 ② 抗がん剤治療を受けると、生理が止まる？！ 

 卵巣では、抗がん剤の細胞に対するȀメージは永続的です。治療
によって卵巣内の卵子の数が減り、女性ホルモンが分泌できなくな
る場合があります。その結果として生理が止まり（＝無月経）、生
理がある状態でも排卵がない（＝無排卵症）などが認められます
（＝化学療法誘発性無月経）。 

 乳がんの患者さんに対する抗がん剤治療では、年齢によっても異
なりますが、1回の抗がん剤治療で、約1.5年の卵子の数の減少を招
くとも言われています。 

 

③ 生理が止まる（＝化学療法誘発性無月経）リスク 

 ①年齢、②抗がん剤の種類、③抗がん剤の使用量が関係すると考
えられています。 

 化学療法誘発性無月経のリスクは人それぞれで異なります。 

 

★あなたはどれくらいのリスクがあるのか、乳がんの主治医に確認
しましょう★ 

 

④ 妊孕性温存って？ 

 乳がんに対する治療により卵子の数が減少する可能性のある患者
さんに、将来子どもを授かることができる可能性を残すことです。 

 温存の方法は3つあります。それぞれメリットデメリットがあり
ます。 

 産婦人科・生殖医療の医師を受診し、ご自分の身体や状況に合わ
せてどのような選択が可能か相談することになります。 

● 卵子凍結：抗がん剤治療前に自分の卵子を体外に取り出し
て凍結すること 

● 卵巣組織凍結：健康な卵巣を体外に取り出して小さな切片
にして凍結すること 

● 胚（受精卵）凍結：抗がん剤治療前に自分の卵子を体外に
取り出して夫の精子と受精させて凍結すること 

いずれもがん治療が終わり、乳がんの主治医の妊娠許可がおりたら
体内に移植して妊娠をめざすことになります。 

⑤ がん治療の中での妊孕性温存のǿイミング 

 妊孕性の温存については、限られた期間内に意思決定する必要

があります。下図は妊孕性温存が可能な時期を表したものです。 

治療の影響で卵子の数が減少する前に、できるだけ早く、妊孕性

温存を行うかどうか、意思決定することが望まれます。 

産婦人科・生殖医療を受診したい、妊孕性温存について 

聞きたいときは、まず、乳がんの主治医に相談してみましょう 

平成29年厚生労働省科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

「小児・AYA世代がん患者のサバイバーシップ向上を志向した 

妊孕性温存に関する心理支援体制の均てん化に向けた臨床研究」 

研究代表者 鈴木直（聖マリアンナ医科大学産婦人科学） 

 

  

 

専門の心理士がお話しをさせて

いただきます（無料の臨床試験

です）。 

     ご関心をお持ちの 

     かたは、ぜひご参加 

     ください。 

当院のお問い合わせ先 
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妊よう性温存療法_幼少期編 動画抜粋版 
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妊よう性温存療法_思春期編 動画抜粋版 
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